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９
月
、
京
都
で
開
か
れ
た

き
ょ
う
さ
れ
ん
第
41
回
全
国

大
会
に
参
加
の
機
会
を
得
た
。

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
世
界

の
宝
物

　
障
害
者
権
利
条
約

を
地
域
の
す
み
ず
み
に
」
で

は
、
権
利
条
約
誕
生
に
か
か

わ
っ
た
ド
ン
・
マ
ッ
ケ
イ

氏
（
元
国
連
障
害
者
権
利
条

約
特
別
委
員
会
議
長
）
と
マ

リ
ア
・
ソ
リ
ダ
ー
ド
氏
（
元

国
連
障
害
者
権
利
委
員
会
委

員
長
）
の
講
演
。
条
約
が
で

き
て
11
年
、
権
利
条
約
の
生

み
の
親
は
、
当
事
者
、
家

族
、
支
援
者
、
障
害
者
団
体

な
ど
の
長
い
間
の
運
動
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
京
都
の
当

事
者
の
み
な
さ
ん
が
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
不
足
、
旧
優
生

保
護
法
の
問
題
、
当
事
者
参

加
、
情
報
提
供
の
あ
り
方
等
、

様
々
課
題
を
提
起
さ
れ
た
。

雇
用
の
水
増
し
問
題
が
明
ら

か
に
な
り
、
国
が
社
会
保
障

の
大
幅
な
削
減
を
狙
う
中
で

開
か
れ
た
大
会
。「
条
約
の

実
行
の
点
検
が
、
我
々
と
み

な
さ
ん
の
役
割
だ
と
言
う
こ

と
を
肝
に
銘
じ
よ
う
」
と
実

行
委
員
長
の
尾
藤
弁
護
士
が

呼
び
か
け
ら
れ
た
こ
と
を
刻

み
た
い
。 

（
守
光
千
恵
）

　
９
月
市
会
は
、
連
続
し
た
大
規
模
災
害
対
策
を
め
ぐ
る
論
戦
の

場
と
な
り
ま
し
た
。
党
議
員
は
、
災
害
現
場
に
直
ち
に
駆
け
つ
け
、

被
害
状
況
を
つ
か
み
、
そ
の
都
度
必
要
な
対
策
を
京
都
市
に
求
め

ま
し
た
。
ま
た
、
決
算
市
会
で
、
被
災
者
救
済
の
た
め
の
対
策
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
で
な
い
抜
本
的
な
災
害
対
策
を
求

め
ま
し
た
。

　
論
戦
の
中
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
問
題
の
一
つ
に
、
台
風
21
号

か
ら
２
ヶ
月
以
上
経
過
し
て
い
る
現
在
も
な
お
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の

か
か
っ
た
お
宅
や
ア
ン
テ
ナ
の
折
れ
た
ま
ま
の
お
宅
が
多
数
見
ら

れ
る
こ
と
で
す
。
お
宅
を
訪
問
し
修
理
の
メ
ド
を
お
聞
き
す
る
と

「『
年
明
け
に
な
る
』
と
言
わ
れ
た
」
と
の
こ
と
。
電
気
店
も
瓦
業

者
も
百
件
を
超
え
る
修
理
の
依
頼
に
応
え
き
れ
な
い
状
況
で
す
。

こ
う
し
た
問
題
の
背
景
に
は
、
街
の
小
売
店
、
工
務
店
な
ど
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
今
京
都
の
街
は
、
観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
頼
み
の
政
策
で
、
宿

泊
・
賑
わ
い
施
設
、
大
型
商
業
施
設
な
ど
が
激
増
、
こ
れ
ま
で
地

域
で
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
小
売
店
や
中
小
企
業
が
衰
退
、
商
店

街
を
構
成
で
き
な
い
事
態
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
路
地
裏

ま
で
宿
泊
施
設
が
入
り
込
み
、
地
価
の
高
騰
と
あ
わ
せ
「
住
み
続

け
ら
れ
な
い
」
と
転
出
が
は
じ
ま
り
、
災
害
や
火
災
か
ら
街
を
守

っ
て
き
た
地
域
力
が
失
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
『
呼
び

込
み
型
の
』
ま
ち
づ
く
り
の
問
題
点
が
、
今
回
の
連
続
災
害
で
露

呈
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
党
議
員
団
は
、
呼
び
込
み
型
、

開
発
型
の
ま
ち
づ
く
り
か
ら
、
災
害
に
強
い
、
い
の
ち
と
く
ら
し

を
守
る
ま
ち
づ
く
り
へ
転
換
す
る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

連続した自然災害
苦難に寄りそい
解決に全力！

大阪北部地震、7月豪雨に続き、台風21号被害に対する
第4次申し入れ（9月7日）
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一
方
で
、財
政
が
厳
し
い
と
言
い
な
が
ら
⋮

 

地
元
負
担
が
不
明
で
も
推
進

原子力災害対策計画を見
直し、原発ゼロの実現へ
原発に関わる地震、津波など
自然災害の影響の想定なし

災害に強い まちづくりへ
不要不急の大型開発から、命を守る公共事業への転換を

　
大
阪
北
部
地
震
、
7
月
豪
雨
、
21
号
台
風
、
な
ど
自
然
災
害
が
相
次

ぎ
、
京
都
市
内
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
自
治
体
と
し

て
、こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上
で
は
な
い
災
害
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
議
員
団
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
か
ら
お
話
を

伺
い
、
被
害
現
場
の
実
態
調
査
を
も
と
に
、
大

阪
北
部
地
震
後
、
京
都
市
に
対
し
て
4
回
の

「
緊
急
申
し
入
れ
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
京
都
市
は
、
災
害
対
応
の
最
前
線
で
あ

る
区
役
所
職
員
を
3
年
間
で
約
4
0
0
人

削
減
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
り
災
証
明
の
発
行
の
遅
れ

な
ど
被
災
者
支
援
に
大
き
な
混
乱
を
招
き

ま
し
た
。

　
昨
年
度
（
2
0
1
7
年
度
）、
1
カ
月

1
0
0
時
間
を
超
え
る
時
間
外
勤
務
を
行

っ
た
職
員
が
1
7
6
人
、
そ
の
内
、
区
役

所
・
支
所
の
職
員
は
₆₉
人
も
い
る
な
ど
、

通
常
業
務
で
も
職
員
は
足
り
て
い
ま
せ

ん
。

　
北
陸
新
幹
線
、
敦
賀
︱
新
大
阪
間
の
総

事
業
費
は
2
兆
1
0
0
0
億
円
と
試
算
が

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
工
事
中
の
金
沢
︱
敦
賀
間
は
、
着

　９月６日に発生した北海道胆
いぶり

振東部地震
では、震度２で泊原発が外部電源を約９時
間半失うという重大事態が発生しました。
若狭原発群について、日本海側の原発は大
津波を想定していません。しかし、過去に
大津波の記録もあり、識者からは地震だけ
でなく海底地滑りによって大津波が起こる
研究結果が報告されています。原子力規制
委員会の新基準は、新たな安全神話をうみ
だすものですが、京都市は「世界一厳しい
基準」ともちあげ、クリアすれば原発再稼
働を認める姿勢を示しています。原発災害
は、一度事故が起きれば自然災害とは異質
の危険性があります。原発再稼働を許さず、
原発ゼロの実現こそ目指すべき道です。

職
員
を
増
や
し
て
、万
全
の
防
災
対
策
を

北
陸
新
幹
線

　
京
都
市
の
答
弁

　「
地
方
負
担
が
明
確
で
な
い
大
型

公
共
事
業
等
の
理
由
で
整
備
を
中
止

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
北
陸
新
幹
線

が
京
都
を
経
由
す
る
こ
と
に
よ
る
あ

ら
ゆ
る
可
能
性
を
閉
ざ
し
て
し
ま
う

こ
と
に
な
る
」

議員団・豪雨災害後の緊急
申し入れ（写真上）
不法投棄された土砂が崩れ
た伏見区小栗栖地域の調査
（写真下）

▲

▲

災
害
ビ
ラ

工
時
（
2
0
1
2
年
）
１
兆
1
6
0
0
億

円
の
計
画
が
人
件
費
、
資
材
の
高
騰
、
消

費
税
の
引
き
上
げ
な
ど
で
、
総
額
1
兆
4

0
0
0
億
円
を
超
え
る
見
通
し
が
示
さ
れ

ま
し
た
（
国
土
交
通
省
）。
約
2
0
0
0

億
円
と
言
わ
れ
る
京
都
府
の
負
担
金
額
も

さ
ら
に
膨
れ
あ
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

京
都
市
は
、
市
の
負
担
も
わ
か
ら
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
推
進
を
表
明
し
て
い
ま

す
。
不
要
不
急
の
大
型
開
発
で
は
な
く
、

道
路
や
橋
梁
の
耐
震
化
、
水
道
老
朽
管
の

取
替
な
ど
、
市
民
の
命
を
守
る
公
共
事
業

へ
の
転
換
が
必
要
で
す
。

9月市会
では

﹁
地
震
や
台
風
等
の
災
害
対
策
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
﹂

﹁
今
年
度
の
一
連
の
災
害
を
踏
ま
え
た
災
害
対
策
を
求
め
る
決
議
﹂
が
、

全
会
派
の
共
同
提
案
、
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
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玉
本
議
員
は
、
今
年
の
相
次
ぐ
災
害
へ
の
迅
速

な
復
旧
、
支
援
の
予
算
で
あ
り
賛
成
す
る
と
し
な

が
ら
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
に
よ
る
被
害
対
策
で
は
、

保
育
園
に
つ
い
て
、
特
に
市
営
か
ら
民
間
に
移
管

さ
れ
た
保
育
所
は
、
既
存
不
適
格
な
状
況
の
ま
ま

売
却
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
市
が
全
額
補
助
と
す

べ
き
、
児
童
館
に
つ
い
て
は
、
本
来
、
全
額
補
助

と
す
べ
き
も
の
と
主
張
し
ま
し
た
。
農
林
災
害
事

業
に
つ
い
て
防
災
対
策
強
化
と
し
て
、
農
林
家
へ

の
支
援
、
ま
た
、
実
態
調
査
を
進
め
て
中
小
企
業

支
援
の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
社
会
福
祉
法
人
会
計
監
査
人
設
置
モ

デ
ル
事
業
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法
人
を
営
利

企
業
と
同
列
に
扱
う
も
の
で
あ
り
、
懸
念
が
広
が

っ
て
い
る
こ
と
、
自
動
運
転
に
よ
る
新
た
な
都
市

交
通
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
調
査
費
に
つ
い
て
は
、

い
つ
実
用
化
で
き
る
か
も
不
明
な
事
業
に
国
費
と

は
い
え
、
税
金
を
充
て
る
の
は
問
題
だ
と
指
摘
し

ま
し
た
。

災
害
対
応
を
中
心
と
す
る
補
正
予
算
に
つ
い
て

 

玉
本
な
る
み
議
員
が
賛
成
討
論

「
消
費
税
増
税
中
止
を
求
め
る
請
願
」 に

 

共
産
党
以
外
反
対
！

住
み
続
け
ら
れ
る
京
都
に

　
山
本
ひ
ろ
ふ
み
議
員
は
、
理
事
長
を
務
め
て
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
エ
ン
ゼ
ル
ネ

ッ
ト
」
へ
の
国
や
市
か
ら
の
補
助
金
（
本
来
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
の
た
め
）
を

理
事
長
（
自
分
自
身
）
の
ボ
ー
ナ
ス
に
充
て
る
不
適
切
使
用
や
、
デ
ー
タ
削
除
に

関
し
て
市
へ
虚
偽
報
告
を
行
っ
て
い
た
も
の
。

山
本
ひ
ろ
ふ
み
議
員
問
責
決
議
可
決

 

全
会
一
致
で
可
決

　
京
都
市
内
で
は
、
宿
泊
施
設
の
開
業
ラ

ッ
シ
ュ
が
続
き
、
観
光
客
の
急
増
と
と
も

に
、
ご
み
の
投
棄
や
騒
音
、
交
通
渋
滞
、

満
員
で
乗
車
で
き
な
い
市
バ
ス
な
ど
、
市

民
生
活
に
支
障
を
及
ぼ
し
、「
観
光
公
害
」

と
も
言
わ
れ
る
よ
う
な
事
態
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
、
ロ
ー
マ
、
ベ
ネ
チ
ア
な
ど
世
界
的
な

観
光
都
市
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
※

の
問
題
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
観
光

客
の
総
量
規
制
に
ふ
み
出
し
て
ま
す
。
こ

　
1
１
4
の
団
体
代
表
の
方
か
ら
、
消
費

税
増
税
中
止
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
日
本
共
産
党
以
外
の
全
て
の

会
派
、
自
民
・
公
明
・
国
民
・
京
都
・
維

新
・
無
所
属
議
員
が
反
対
し
ま
し
た
。

市民との 共同広げ
くらしと 京都のまち並みを守る市政に
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宿泊施設客室数の推移 京都市と、他の政令市の
簡易宿所施設数推移

８月４日　民泊・簡易宿所実態調査

厚生労働省「衛生行政報告例」より作成

※ 

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
…
観
光
地
が
耐
え
ら
れ
る

以
上
の
観
光
客
が
押
し
寄
せ
る
状
態（
過
剰
な
混
雑
）

れ
ま
で
の
宿
泊
施
設
・
観
光
客
誘
致
一
辺

倒
の
観
光
政
策
か
ら
の
転
換
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

2012

1,288

2,291
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加藤 あい 議員

加藤あい議員は、９月27日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

区
役
所
職
員
体
制
の
充
実
を

　
加
藤
議
員
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気

象
、
連
続
す
る
自
然
災
害
が
深
刻
な
様
相
を
呈

し
て
お
り
、
予
算
、
職
員
体
制
、
防
災
、
避
難
、

公
共
事
業
の
あ
り
方
な
ど
す
べ
て
を
見
直
し
、

こ
れ
ま
で
の
延
長
線
で
な
い
災
害
対
策
を
検
討

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
特
に
、
災
害
対
応
の
最
前
線
で
あ
る
区
役
所

の
職
員
を
、
３
年
間
で
約
４
０
０
人
も
減
ら
し

た
こ
と
を
厳
し
く
批
判
。
罹
災
証
明
書
の
発
行

の
遅
れ
な
ど
、
災
害
対
応
に
大
き
な
矛
盾
が
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
職
員
を
増
や
し

万
全
の
体
制
を
と
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
」
を

基
本
方
針
に
、
委
託
化
・
民
営
化
・
効
率
化
な

ど
で
職
員
を
削
減
し
て
き
た
と
説
明
、
災
害
発

生
時
に
は
、
関
係
局
か
ら
区
役
所
・
支
所
に
応

援
体
制
を
整
備
、
充
実
し
て
き
て
い
る
と
強
弁
し
、

職
員
を
増
や
す
こ
と
に
つ
い
て
は
拒
否
し
ま
し
た
。

被
災
者
住
宅
再
建
等
支
援
制
度
を

恒
久
制
度
に

　
加
藤
議
員
は
、
本
市
の
被
災
者
住
宅
再
建
等

支
援
制
度
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
災
害
ご
と

に
制
度
の
適
用
を
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
恒

久
制
度
と
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
「
生
活
へ
の
支
障
を
来
し
て
い
る

場
合
は
、
自
然
災
害
の
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
適

用
」「
恒
久
的
な
制
度
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

避
難
所
の
見
直
し
、
環
境
改
善
を

　
７
月
豪
雨
時
に
は
、
避
難
勧
告
等
が
発
令
さ

れ
た
が
、
わ
ず
か
０
・
23
％
の
方
し
か
避
難
し

て
い
な
い
実
態
を
紹
介
。
ま
た
、
指
定
緊
急
避

難
場
所
が
水
災
害
時
「
立
ち
退
き
必
要
区
域
」

に
55
カ
所
、
土
砂
災
害
時
「
警
戒
区
域
」
に
3₉

カ
所
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
避
難
場
所
の
指

定
を
見
直
し
、
安
全
な
避
難
所
を
確
保
す
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、避
難
所
に
ベ
ッ
ド
、

ト
イ
レ
、
空
調
設
備
な
ど
の
完
備
、
資
器
材
の

備
蓄
な
ど
、環
境
の
改
善
、充
実
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
「『
京
都
市
地
域
防
災
計
画
』
の
指

定
緊
急
避
難
場
所
の
開
設
、
運
営
規
定
や
防
災

行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
、
必
要
に
応
じ
て
改
訂
す

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

倒
木
防
止
、
土
砂
条
例
の
制
定
を

　
ま
た
、
倒
木
を
防
ぐ
抜
本
的
な
支
援
策
と
と

も
に
伏
見
区
深
草
大
岩
山
の
よ
う
な
不
法
投
棄

さ
れ
た
土
砂
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
な
い
よ
う

に
、「
土
砂
条
例
」
の
制
定
を
求
め
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、
倒
木
被
害
の
未
然
防
止
の
強
化
、

災
害
に
強
い
森
づ
く
り
に
つ
い
て
、
専
門
家
等

と
も
研
究
を
す
す
め
て
い
く
と
し
た
一
方
、
土

砂
条
例
が
な
く
と
も
既
存
の
法
律
で
対
応
で
き

る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

大
型
開
発
か
ら
災
害
対
策
へ
、

公
共
事
業
の
あ
り
方
の
転
換
を

　
加
藤
議
員
は
、
道
路
や
橋
梁
の
耐
震
化
、
水

道
老
朽
管
の
取
り
換
え
な
ど
防
災
の
課
題
は
山

積
し
て
お
り
、
北
陸
新
幹
線
、
堀
川
バ
イ
パ
ス

ト
ン
ネ
ル
建
設
な
ど
不
要
不
急
の
大
型
開
発
優

先
を
改
め
、
市
民
の
命
と
安
全
を
守
る
公
共
事

業
を
最
優
先
に
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
京
都
の
発
展
の
た
め
に
極
め
て
重

要
な
先
行
投
資
」
と
推
進
の
立
場
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。

原
発
に
地
震
、
津
波
な
ど

自
然
災
害
の
想
定
を

　
加
藤
議
員
は
、
太
平
洋
側
の
原
発
は
20
ｍ
を

超
え
る
津
波
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
に
、
日
本

海
側
の
原
発
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指

摘
、
過
去
に
40
ｍ
大
津
波
の
記
録
も
あ
り
、
国

に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。

ま
た
、
京
都
市
全
域
を
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
と
す
る
こ

と
、
放
射
能
汚
染
に
つ
い
て
実
測
と
と
も
に
予

測
的
手
法
を
導
入
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
危
機
管
理
監
は
、
世
界
最
高
水
準
と
さ
れ
る

国
の
新
基
準
に
基
づ
き
、
津
波
や
地
震
動
の
想

定
に
沿
っ
た
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
な
ん

ら
問
題
視
す
る
こ
と
な
く
、
放
射
性
物
質
の
拡

散
予
測
に
つ
い
て
は
「
不
確
か
さ
を
排
除
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
」
と
の
国
の
見
解
の
ま
ま
に
、

導
入
は
慎
重
に
対
応
す
べ
き
と
答
弁
し
ま
し
た
。

無
料
低
額
診
療
の
対
象
拡
大
を

　
加
藤
議
員
は
、
格
差
と
貧
困
が
広
が
る
な
か

無
料
低
額
診
療
事
業
は
重
要
で
あ
り
、
現
在
対

象
外
と
な
っ
て
い
る
保
険
薬
局
も
対
象
施
設
と

す
べ
き
と
国
に
要
望
す
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
、
経
済
的
な
理
由
で
必
要

な
投
薬
が
中
断
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
保
険

薬
局
も
対
象
と
し
て
い
く
よ
う
国
に
要
望
し
て

い
る
と
答
え
ま
し
た
。

　
加
藤
議
員
は
、
旧
左
京
保
健
所
に
つ
い
て
、

行
政
の
支
所
的
機
能
・
集
会
所
な
ど
住
民
交
流

施
設
を
求
め
る
意
見
が
多
く
、
売
却
あ
り
き
の

方
針
は
見
直
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
「
財
源
確
保
の
点
か
ら
も
、
積
極

的
に
売
却
を
進
め
有
効
に
活
用
す
る
」「
地
元
を

は
じ
め
、
市
民
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
る
」
と
跡

地
活
用
を
本
格
的
に
進
め
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
加
藤
議
員
は
、
安
倍
首
相
が
臨
時
国
会
に
自

民
党
の
改
憲
案
を
提
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
、
各
種
世
論
調
査
結
果
で
も
、
国

民
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
、

市
長
と
し
て
「
発
議
す
べ
き
で
な
い
」
と
見
識

を
示
す
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

　
総
合
企
画
局
長
は
「
国
民
が
関
心
を
高
め
、

議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ
と
」

と
、
従
来
の
答
弁
を
繰
り
返
す
だ
け
で
し
た
。

PAZ　 原子力施設から概ね半径５km圏内。放射性物質が放
出される前の段階から予防的に避難等を行う。

UPZ　 PAZの外側の概ね半径30km圏内。予防的な防護措
置を含め、段階的に屋内退避、避難、一時移転を行う。
自治体の判断で設定できる。

「PAZ、UPZ」

左
京
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

改
憲
発
議
を
許
す
な

地
震
、豪
雨
、台
風
災
害
か
ら
、市
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
れ
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井上 けんじ 議員

井上けんじ議員は、９月27日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

介
護
保
険
料
の
市
独
自
減
額
は

法
的
に
は
不
可
能
で
は
な
い

　
井
上
議
員
は
、
保
険
料
軽
減
の
た
め
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
に
つ
い
て
、
従
来
か
ら
市
長

は
「
政
府
も
『
繰
入
は
不
適
当
』
と
の
こ
と
」

と
の
答
弁
だ
が
法
的
根
拠
は
な
い
と
ズ
バ
リ
指

摘
。
高
す
ぎ
る
保
険
料
に
つ
い
て
の
認
識
と
、

市
が
独
自
減
額
を
し
な
い
理
由
は
何
か
、
と
追

及
し
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
、「
独
自
に
一
般
会
計
か

ら
繰
入
を
行
う
こ
と
は
、
法
で
禁
じ
ら
れ
て
ま

で
は
い
な
い
」
と
遂
に
認
め
ま
し
た
が
、「
国

か
ら
は
『
繰
入
は
認
め
ら
れ
な
い
』
と
の
強
い

指
導
が
あ
り
、
本
市
と
し
て
も
繰
入
の
考
え
は

な
い
」
と
、
法
的
根
拠
の
な
い
「
指
導
」
に
追

随
す
る
姿
勢
に
終
始
し
ま
し
た
。

生
活
保
護
費
の
引
き
下
げ
に

反
対
し
、
受
給
の
権
利
を
守
れ

　
井
上
議
員
は
、
夏
の
猛
暑
の
中
、
電
気
代
が

心
配
で
ク
ー
ラ
ー
が
使
え
ず
熱
中
症
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
事
例
を
あ
げ
、「
電
気
代
を
気
に

す
る
生
活
が
健
康
で
文
化
的
と
言
え
る
の
か
」

と
追
及
。
引
下
げ
方
針
の
撤
回
を
政
府
に
求
め

よ
と
迫
り
ま
し
た
。
ま
た
、
生
活
保
護
受
給
の

条
件
が
あ
る
世
帯
の
内
、
実
際
の
受
給
は
２
～

３
割
に
過
ぎ
な
い
と
の
研
究
者
の
説
明
を
紹
介

し
、
漏
給
の
調
査
研
究
、
社
会
保
障
全
般
の
底

上
げ
策
を
め
ざ
す
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
、「
生
活
保
護
基
準
の
見

直
し
は
、
大
幅
引
下
げ
予
定
が
、
そ
の
後
小
幅

と
な
り
、
一
定
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
適
切
な
も

の
」
な
ど
と
引
下
げ
を
正
当
化
し
ま
し
た
。

条
例
化
な
ど
中
小
零
細
底
上
げ
を

　
井
上
議
員
は
、
社
会
保
障
の
改
善
、
労
働

者
の
正
規
化
等
、
市
民
の
購
買
力
ア
ッ
プ
が
鍵
、

そ
の
た
め
の
体
制
の
確
立
と
施
策
の
充
実
、
具

体
化
を
す
す
め
る
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。
ま
た
、

中
小
企
業
対
策
と
と
も
に
零
細
自
営
業
者
・
小

規
模
企
業
も
含
め
、
条
例
化
な
ど
独
自
の
振
興

策
を
立
案
す
べ
き
と
要
求
、
横
浜
市
が
創
っ
て

い
る
中
小
企
業
取
組
状
況
報
告
書
の
よ
う
な
も

の
を
、京
都
で
も
作
成
す
べ
き
、と
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
雇
用
政
策
は
、
専
任
の
担
当
部

長
を
設
置
し
、
正
規
雇
用
の
促
進
や
中
小
企
業
、

地
域
企
業
の
担
い
手
確
保
に
取
り
組
む
ほ
か
、

国
、
府
及
び
経
済
界
と
連
携
し
、
働
き
方
改
革

を
推
進
」
と
の
答
弁
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
副
市
長
が
、「
中
小
企
業
未
来
力
会

議
で
は
若
手
経
営
者
等
に
ご
参
画
い
た
だ
い
て

お
り
、
18
の
事
業
を
予
算
化
。『
地
域
企
業
宣

言
』
で
は
、
規
模
を
基
準
と
す
る
中
小
企
業
で

は
な
く
、
地
域
企
業
と
謳
わ
れ
た
」
と
述
べ
ま

し
た
。

行
政
の
公
平
性
が
問
わ
れ
る

　
井
上
議
員
は
、
府
選
管
の
２
０
１
６
年
政
治

団
体
収
支
報
告
書
で
、
市
長
選
挙
時
、
市
長
が

代
表
の
団
体
の
「
時
局
講
演
会
」
に
「
対
価
の

支
払
い
」
と
し
て
、
市
内
大
企
業
の
名
が
記
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
仮
に
大
手
と

中
小
の
利
害
が
く
い
違
っ
た
場
合
、
市
長
は
、

大
手
に
も
キ
ッ
パ
リ
意
見
を
言
う
こ
と
が
で
き

る
の
か
と
、
指
摘
し
ま
し
た
。

消
費
税
増
税
に
反
対
し
、市
バ
ス
・
地
下
鉄
、

水
道
料
金
な
ど
に
消
費
税
を
転
嫁
す
る
な

　
井
上
議
員
は
、
来
秋
予
定
の
消
費
税
増
税
は
、

消
費
者
と
と
も
に
特
に
中
小
企
業
・
零
細
業
者
、

医
療
機
関
等
、
死
活
問
題
で
あ
り
、
中
止
を
求

め
る
べ
き
と
主
張
。
公
営
企
業
の
市
バ
ス
・
地

下
鉄
や
水
道
の
運
賃
、
料
金
等
へ
の
上
乗
せ
は

根
拠
が
な
く
、
今
の
８
％
分
も
含
め
て
転
嫁
す

べ
き
で
な
い
と
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
社
会
保
障
財
源
を
安
定
的
に

確
保
し
て
い
く
た
め
。
軽
減
税
率
の
導
入
な
ど

低
所
得
者
や
中
小
企
業
等
へ
の
対
策
が
講
じ
ら

れ
る
。
市
バ
ス
・
地
下
鉄
運
賃
や
水
道
料
金
等

の
消
費
税
も
利
用
者
に
ご
負
担
い
た
だ
く
べ
き

も
の
」
と
強
弁
し
ま
し
た
。

税
金
の
集
め
方
使
い
方
を
か
え

れ
ば
財
政
危
機
は
克
服
で
き
る

　
井
上
議
員
は
、
市
長
は
財
政
危
機
だ
と
強
調

す
る
が
そ
の
分
析
と
展
望
が
見
え
な
い
と
指
摘
。

国
に
お
い
て
、
消
費
税
収
総
額
の
８
割
が
大
企

業
減
税
分
に
相
当
、
歳
出
面
で
は
、
専
守
防
衛

を
超
え
た
軍
備
や
大
型
事
業
の
削
減
等
、
税
金

の
集
め
方
使
い
方
を
変
え
れ
ば
財
政
は
危
機
で

は
な
い
と
、
市
の
「
国
も
財
政
が
大
変
」
論
を

批
判
。
市
に
お
い
て
も
、
中
央
市
場
、
市
役
所
、

美
術
館
、
梅
小
路
Ｊ
Ｒ
新
駅
横
断
陸
橋
等
の
工

事
の
精
査
・
見
直
し
と
、
個
人
市
民
税
の
累
進

制
の
復
活
強
化
等
を
求
め
ま
し
た
。

　
財
政
担
当
局
長
は
、「
わ
が
国
は
、
均
衡
の

と
れ
た
安
定
的
な
税
体
系
と
な
っ
て
い
る
。
本

市
で
も
能
力
に
応
じ
た
負
担
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
使
い
方
も
、
必
要
な
事
業
を
精
査
の
う
え
、

無
駄
な
く
適
正
に
執
行
」
等
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
井
上
議
員
は
、
文
化
芸
術
基
本
法
が
改
正
さ

れ
、「
文
化
芸
術
の
創
造
・
享
受
は
基
本
的
人

権
の
一
環
」
と
謳
わ
れ
て
い
る
と
紹
介
。
文
化

芸
術
へ
の
機
会
を
十
分
に
保
障
す
る
た
め
、
文

化
会
館
な
ど
の
全
行
政
区
設
置
と
庶
民
の
各
文

化
団
体
へ
の
支
援
策
を
求
め
ま
し
た
。

　
文
化
芸
術
政
策
監
は
、
文
化
芸
術
に
触
れ
る

機
会
を
つ
く
る
た
め
、
市
交
響
楽
団
の
演
奏
会
、

文
化
会
館
で
は
文
化
芸
術
団
体
に
よ
る
無
料
公

演
等
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
学
校
、
施
設
等

に
出
向
き
演
奏
活
動
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
、

な
ど
と
事
業
の
説
明
に
終
始
し
ま
し
た
。

す
べ
て
の
行
政
区
に
文
化
会
館
を
、

市
民
の
文
化
活
動
へ
の
支
援
強
化
を

介
護
保
険
料
の
減
額
を
、
生
活
保
護
引
き
下
げ
反
対
、
中
小
企
業
・
零
細
自

営
業
振
興
策
を
、
消
費
税
増
税
に
反
対
し
税
金
の
集
め
方
使
い
方
の
転
換
を
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子
ど
も
・
若
者
支
援
の
充
実
を

宿
泊
施
設
の
立
地
を
規
制
す
べ
き

　山本 陽子 議員

山本陽子議員は、９月27日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

障
害
児
保
育
の
充
実
を

　
山
本
議
員
は
、
保
育
の
現
場
で
、
発
達
な
ど

配
慮
を
要
す
る
子
ど
も
が
多
数
在
籍
し
、
虐
待

を
受
け
た
子
ど
も
の
入
所
や
、
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
を
も
つ
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
中
で
、
さ
ら

な
る
充
実
が
必
要
と
主
張
。
加
配
の
基
準
を
引

き
上
げ
る
こ
と
、
認
定
を
早
め
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。
国
が
今
年
度
障
害
児
保
育
に
関
わ
る

予
算
を
倍
増
し
た
こ
と
を
示
し
、
拡
充
に
あ
て

る
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局
長
は
、「
き
め
細

か
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
国
の
予
算
が
倍
増
さ

れ
た
と
言
っ
て
も
補
助
金
で
は
な
い
」
と
述
べ
、

拡
充
を
冷
た
く
拒
否
し
ま
し
た
。

学
童
保
育
の
環
境
改
善
を

　
山
本
議
員
は
学
童
保
育
に
つ
い
て
、
登
録
児
数

が
年
々
増
え
大
規
模
に
な
り
、
現
場
は
大
変
苦
労

を
し
て
い
る
と
指
摘
。
適
正
規
模
に
分
割
を
進
め

る
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
放
課
後
ほ

っ
と
広
場
」
の
環
境
改
善
、
学
童
保
育
の
な
い
学

区
に
は
新
規
の
設
置
を
求
め
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、

遊
べ
る
場
所
、
静
か
に
過
ご
す
場
所
、
休
め
る
場

所
、
事
務
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
区
切
り
の
あ
る
屋
内

で
過
ご
せ
る
よ
う
な
環
境
を
保
障
す
べ
き
と
訴
え

ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
放
課
後
を
安
心
・
安
全
に
過
ご
せ

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
」
な
ど
実
態
と
か

け
離
れ
た
認
識
を
示
し
、「
必
要
な
地
域
に
必
要
な

機
能
を
確
保
す
る
」と
の
答
弁
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

全
員
制
の
中
学
校
給
食
へ

再
検
討
を

　
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
山
本
議
員
は
、
京
都

府
内
の
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
が
全
員
喫
食
の
給

食
を
実
施
ま
た
は
着
手
・
計
画
中
で
あ
る
こ
と

を
示
し
、
京
都
市
が
「
家
庭
弁
当
の
教
育
的
効

果
」
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
。
多
く
の

保
護
者
が
全
員
制
の
給
食
を
希
望
し
て
お
り
、

今
の
社
会
状
況
、
家
庭
状
況
を
反
映
し
た
中
学

校
給
食
の
在
り
方
の
再
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
主
張
。
全
員
制
の
給
食
実
現
へ
、
広
く
保

護
者
や
子
ど
も
、
関
係
者
の
意
見
を
聞
く
べ
き

と
迫
り
ま
し
た
。
ま
た
、
給
食
施
設
整
備
補
助

の
改
善
を
国
に
要
望
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、「
選
択
制
給
食
は
実
情
に
応
じ

た
制
度
と
し
て
定
着
し
て
い
る
」
と
の
認
識
を

示
し
た
上
で
、「
幅
広
く
き
め
細
か
く
意
見
を
聞

き
現
在
の
中
学
校
給
食
の
充
実
に
取
り
組
む
」

と
答
弁
。
施
設
整
備
の
国
補
助
は
、「
必
要
な
時

期
に
必
要
な
要
望
を
行
う
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

総
合
的
な
若
者
施
策
へ

　
山
本
議
員
は
、「
毎
月
の
奨
学
金
の
返
済
は

厳
し
く
、
若
く
て
も
簡
単
に
貧
困
に
な
る
。
大

学
を
出
て
や
り
た
い
職
業
に
つ
い
た
の
に
、
こ

の
ま
ま
体
を
壊
し
て
安
い
賃
金
で
働
く
の
か
。

将
来
が
不
安
」
と
い
う
声
を
紹
介
。
子
ど
も
か

ら
若
者
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
掲
げ
る

「
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局
」
の
責
任
で
、
学

費
負
担
や
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
の
実
態
、
仕
事
や

住
ま
い
の
問
題
な
ど
、
若
者
の
年
齢
層
に
対
応

し
た
課
題
の
実
態
調
査
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
新
た
な
調
査
は
必
要
な
い
」

と
拒
否
し
ま
し
た
。

敬
老
乗
車
証
を
守
れ

　
京
都
市
が
敬
老
乗
車
証
を
“
乗
る
た
び
負
担

の
制
度
”
に
変
え
よ
う
と
し
て
る
問
題
に
つ
い

て
、
山
本
議
員
は
「
敬
老
乗
車
証
制
度
を
守
っ

て
ほ
し
い
」「
お
金
を
気
に
せ
ず
何
回
で
も
で

か
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
市
民
の
声
を

示
し
、
制
度
改
悪
を
や
め
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
、「
持
続
可
能
で
目
的
に

沿
っ
た
使
い
や
す
い
も
の
に
な
る
よ
う
慎
重
に

検
討
を
重
ね
る
」と
の
答
弁
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

宿
泊
施
設
へ
の

管
理
者
常
駐
義
務
づ
け
を

　
議
員
団
が
行
っ
た
実
態
調
査
を
示
し
、
民
泊

や
簡
易
宿
所
の
激
増
に
よ
る
市
民
の
不
安
、
軋

轢
、
さ
ら
に
は
町
内
会
の
衰
退
、
市
内
の
混
雑

な
ど
深
刻
な
状
況
は
拡
大
し
て
い
る
と
指
摘
。

「
京
都
市
が
指
導
に
入
っ
て
違
法
民
泊
の
合
法

化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
」
と
京
都
市
の
対
応
を

批
判
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
宿
泊
施
設
に
管
理

者
常
駐
の
義
務
付
け
、
住
宅
密
集
地
や
細
街
路
、

学
校
や
福
祉
施
設
周
辺
も
営
業
を
規
制
す
る
な

ど
条
例
改
正
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
宿
泊
施
設

の
量
的
規
制
を
検
討
し
、
宿
泊
施
設
誘
致
拡
充

方
針
は
見
直
す
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
全
国
で
も
っ
と
も
厳
し
い
条
例

を
議
決
し
、
実
効
性
の
高
い
独
自
ル
ー
ル
と
し

て
運
用
し
て
い
る
」
と
強
弁
。
条
例
改
正
の
必

要
は
な
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。
ま
た
「
質
の
高

い
宿
泊
施
設
の
拡
充
・
誘
致
を
す
す
め
、
安
定

的
な
雇
用
、
経
済
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
」

な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

山
科
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
山
科
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
未
確
定
の

刑
務
所
移
転
を
前
提
と
し
た
提
案
は
す
べ
き
で

は
な
く
、
山
科
の
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
は
山
科

の
住
民
が
意
見
を
出
し
あ
っ
て
決
め
て
い
く
、

住
民
の
思
い
こ
そ
山
科
の
ま
ち
づ
く
り
の
核
と

す
べ
き
と
強
調
し
ま
し
た
。

…全員喫食の給食を実施、
　または着手、計画中
…選択制給食
…実施していない

亀岡市

中学校給食の実施状況

京都市
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ひ
ぐ
ち
議
員
は
、
国
が
社
会
保
障
の
自
然
増
分
に
つ

い
て
、
安
倍
政
権
の
６
年
間
合
計
で
１
兆
６
０
０
０
億

円
、
決
算
年
度
だ
け
で
も
１
４
０
０
億
円
削
減
し
て
い

る
こ
と
を
厳
し
く
批
判
。
そ
れ
に
よ
り
、
年
金
支
給
額

引
き
下
げ
、
介
護
保
険
の
保
険
外
し
や
負
担
増
、
70
歳

以
上
の
医
療
費
負
担
の
引
き
上
げ
、
生
活
保
護
費
の
引

　
赤
阪
議
員
は
、
今
回
の
災
害
の
対
応
問
題
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
３
２
０
０
人
も
の
職
員
削
減
を
「
市
長
は

反
省
す
べ
き
」
と
追
及
し
、
避
難
所
へ
の
市
職
員
の
配

置
を
求
め
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
人
手
不
足
で
超
過
勤

務
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
さ
ら
な
る
削
減
計

画
は
「
災
害
対
応
不
能
に
つ
な
が
る
」
と
し
、
避
難
所

環
境
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
や
プ
ラ

　
や
ま
ね
議
員
は
、「
日
本
人
日
帰
り
観
光
客
が
２
年

間
で
７
４
１
万
人
減
。
京
都
の
良
さ
を
感
じ
ら
れ
な
い

　
西
野
議
員
は
、
安
倍
内
閣
の
社
会
保
障
削
減
を
批
判

し
、
市
長
の
認
識
を
質
し
ま
し
た
。
副
市
長
は
、「
国

が
真
剣
に
議
論
し
、
制
度
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
」
と

国
に
追
随
す
る
立
場
を
示
し
ま
し
た
。

　
西
野
議
員
は
、
こ
の
夏
の
異
常
な
暑
さ
の
中
で
、
熱

中
症
で
病
院
に
運
ば
れ
た
方
や
、
亡
く
な
ら
れ
る
方
ま

で
出
た
こ
と
を
示
し
、
ク
ー
ラ
ー
設
置
の
必
要
性
を
質

　
井
坂
議
員
は
、「
国
の
『
地
方
創
生
』
戦
略
で
人
口

減
少
対
策
、
東
京
一
極
集
中
是
正
は
ど
う
な
っ
た
の

か
」
質
問
。
副
市
長
は
、「
東
京
一
極
集
中
は
進
ん
で

い
る
。
人
口
減
少
は
自
然
減
を
補
う
の
は
苦
し
い
状

況
」
と
し
な
が
ら
も
、「
京
都
創
生
総
合
戦
略
は
、「
こ

こ
ろ
」
を
冠
し
た
京
都
ら
し
い
も
の
」
と
居
直
り
ま
し

き
下
げ
な
ど
格
差
と
貧
困
が
広
が
り
、
市
民
生
活
が
一

層
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
国
に

対
し
、
社
会
保
障
の
拡
充
を
求
め
る
べ
き
と
迫
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
財
源
確
保
に
向
け
「
国
も
財
政
が
大
変
」
と

容
認
す
る
の
で
は
な
く
、
空
前
の
利
益
を
あ
げ
て
い
る

大
企
業
に
応
分
の
負
担
を
求
め
る
な
ど
、
税
の
累
進
課

税
の
原
則
を
貫
く
よ
う
国
に
求
め
る
と
と
も
に
、
京
都

市
に
お
い
て
も
法
人
市
民
税
（
資
本
金
３
億
円
以
上
）

に
つ
い
て
、
超
過
課
税
（
現
行
11
・
９
％
）
を
制
限
税

率
の
12
・
１
％
ま
で
引
き
上
げ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

イ
バ
シ
ー
・
保
健
衛
生
面
で
の
支
援
、
ペ
ッ
ト
の
避
難

場
所
、
避
難
所
の
設
定
の
見
直
し
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

所
有
者
不
明
の
被
災
ご
み
は
、
今
後
も
市
の
責
任
で
回

収
す
る
よ
う
求
め
る
と
と
も
に
、
ご
み
収
集
業
務
の
民

営
化
拡
大
方
針
を
撤
回
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
災
害
対
応
が
不
十
分
に
な
る
の
は
ダ

メ
な
の
で
、
総
点
検
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
伏
見
区
小
栗
栖
の
違
法
造
成
地
で
の
土
砂
災
害
に
つ

い
て
は
、
土
砂
の
搬
入
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
京
都
市
の
責
任
を
追
及
、
副
市
長
は
、「
教
訓
に
し

て
対
応
を
し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

事
態
と
な
っ
て
い
る
」
こ
と
や
「
大
手
仲
介
業
者
や
海

外
資
本
な
ど
の
土
地
・
家
屋
買
い
占
め
で
地
価
が
高

騰
。
子
育
て
世
代
の
流
出
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩

壊
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
背
景

に
「
市
が
年
間
８
０
０
～
９
０
０
件
近
い
簡
易
宿
所
を

新
規
許
可
し
て
い
る
」
問
題
を
追
及
し
ま
し
た
。

　「
こ
の
う
え
さ
ら
に
観
光
客
を
増
や
す
つ
も
り
か
」

す
と
と
も
に
、
新
規
に
生
活
保
護
を
開
始
さ
れ
た
世
帯

等
に
と
ど
ま
ら
ず
、
受
給
中
の
世
帯
に
も
設
置
費
を
出

す
こ
と
や
、
夏
季
加
算
な
ど
電
気
代
の
補
助
を
求
め
ま

し
た
。
副
市
長
は
、「
国
に
支
給
を
求
め
て
い
る
」
と

し
な
が
ら
も
、「
独
自
の
制
度
は
考
え
て
い
な
い
」
と

拒
否
し
ま
し
た
。

　
生
活
保
護
基
準
が
10
月
か
ら
引
き
下
げ
ら
れ
、
多
い

世
帯
で
は
年
間
10
万
円
以
上
の
引
き
下
げ
と
な
る
こ
と
、

多
く
の
制
度
が
影
響
を
受
け
国
民
の
生
活
水
準
を
引
き

下
げ
る
と
指
摘
し
、
撤
回
を
強
く
求
め
る
べ
き
と
主
張

し
ま
し
た
。
副
市
長
は
、「
メ
リ
ハ
リ
の
き
い
た
改
正

だ
」
と
開
き
直
り
ま
し
た
。

た
。
ま
た
、
京
都
市
の
「
地
方
創
生
総
合
戦
略
」
は
、

京
都
駅
周
辺
や
岡
崎
地
域
の
開
発
や
ホ
テ
ル
・
宿
泊
施

設
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
「
開
発
と
呼
び
込
み
」
で
稼

ぐ
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の
、
こ
れ
で
住
み
続
け
ら
れ

る
京
都
に
な
る
の
か
」
と
批
判
。
こ
れ
に
対
し
て
副
市

長
は
「
稼
ぐ
力
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
し
、
井
坂

議
員
の
「
文
化
を
経
済
的
価
値
だ
け
で
論
じ
て
い
い
の

か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
市
長
は
「
批
判
の
た
め

の
批
判
と
し
か
聞
こ
え
な
い
」
と
議
論
そ
の
も
の
を
否

定
す
る
驚
く
べ
き
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

社
会
保
障
の
拡
充
、

累
進
課
税
の
原
則
を

国
に
求
め
よ

災
害
対
応
職
員
の
増
員
、

避
難
所
改
善
、
違
法
造

成
地
の
指
導
強
化
を

宿
泊
施
設
誘
致
・
観
光

客
誘
致
一
辺
倒
か
ら
の

転
換
を

生
活
保
護
基
準

引
き
下
げ
撤
回
を
、

ク
ー
ラ
ー
設
置
を

地
方
創
生
戦
略
で
京
都

は
住
み
に
く
く
な
る

と
の
や
ま
ね
議
員
の
質
問
に
、
市
長
は
「
日
本
人
日
帰

り
観
光
客
減
は
あ
ま
り
心
配
し
な
く
て
い
い
」「
国
の

法
律
を
超
え
る
規
制
は
裁
判
で
負
け
る
」
な
ど
と
深
刻

な
実
態
を
直
視
し
な
い
答
弁
。

　
や
ま
ね
議
員
は
「
バ
ル
セ
ロ
ナ
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

な
ど
世
界
の
観
光
都
市
で
は
『
新
規
ホ
テ
ル
建
設
禁

止
』『
民
泊
の
数
の
制
限
』『
観
光
車
両
の
市
内
進
入
禁

止
』
な
ど
、
観
光
抑
制
施
策
を
始
め
て
い
る
」
と
指
摘

し
、「
京
都
市
は
住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
立
場
に
立
つ

べ
き
だ
」
と
強
く
迫
り
ま
し
た
。

やまね智史
議員

ひぐち英明
議員

赤阪　仁
議員

西野さち子
議員

井坂 博文
議員
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く
ら
た
議
員
は
、
介
護
保
険
料
負
担
が
重
く
、
高
齢

者
の
生
活
を
追
い
詰
め
て
い
る
と
指
摘
。
年
金
は
下
が

り
、
税
と
保
険
料
は
上
が
る
、
さ
ら
に
利
用
料
が
引
き

上
げ
ら
れ
介
護
抑
制
が
強
ま
っ
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

「
医
師
が
指
示
を
し
た
訪
問
看
護
の
回
数
を
減
ら
さ
ざ

る
を
得
な
い
」「
独
居
高
齢
者
の
毎
日
２
回
の
生
活
援

助
が
な
け
れ
ば
生
活
が
成
り
立
た
な
い
」
な
ど
実
例
を

　
西
村
議
員
は
、
度
重
な
る
災
害
に
よ
り
連
続
し
て
森

林
倒
木
被
害
が
発
生
（
台
風
・
雪
害
な
ど
で
平
成
25
年

か
ら
2₉
年
度
で
１
９
３
１
カ
所
）
し
て
い
る
と
指
摘
し
、

従
来
の
延
長
線
で
な
い
抜
本
的
対
策
を
取
る
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。
副
市
長
は
、
所
有
者
の
自
主
的
な
取
り
組

み
も
必
要
な
ど
と
し
な
が
ら
も
、
専
門
家
、
所
有
者
、

組
合
と
も
相
談
し
検
討
す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。
ま
た
、

台
風
21
号
の
強
風
で
農
業
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
被
害
が
４

　
平
井
議
員
は
、「
市
バ
ス
の
管
理
の
受
委
託
は
、
民

間
バ
ス
事
業
者
の
運
転
手
減
少
で
深
刻
な
事
態
と
な
っ

て
い
る
。
直
営
に
戻
す
べ
き
」
と
質
し
ま
し
た
。
副
市

長
は
、「
人
材
確
保
は
バ
ス
事
業
の
供
給
体
制
の
中
で

の
大
き
な
課
題
。
直
営
部
分
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て

　
教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
は
、
産
業
医
報
告

で
「
超
過
勤
務
の
改
善
や
メ
ン
タ
ル
の
重
要
性
も
再
認
。

改
善
を
求
め
る
」
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
取
り
上

げ
、
指
導
や
面
接
で
は
根
本
的
な
解
決
に
至
っ
て
い
な

い
こ
と
を
指
摘
。
30
人
学
級
の
実
現
で
、
仕
事
量
を
根

本
的
に
減
ら
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
答
弁
で
、
30
人
学
級
に
は
全
く
触
れ
ま
せ

介
護
保
険
料
引
き
下
げ
、

利
用
料
を
軽
減
し

市
民
生
活
を
守
れ

農
林
被
害
対
策
、

中
小
企
業
支
援
強
化

求
め
る

市
バ
ス
の
管
理
の

受
委
託
は
破
綻

₃₀
人
学
級
で
教
員
の
働

き
方
改
善
を
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
等
や
若
者
へ
の
支
援

示
し
、
保
険
者
と
し
て
の
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
言
っ
て
何
で

も
や
っ
て
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
」「
制
度
の
充

実
は
制
度
の
維
持
が
あ
っ
て
こ
そ
。
す
べ
て
国
民
の
負

担
で
成
り
立
っ
て
い
る
」
と
負
担
増
を
当
然
視
し
ま
し

た
。

　
く
ら
た
議
員
は
、
不
安
定
雇
用
で
気
が
つ
い
た
時
に

は
重
症
化
し
て
い
る
現
役
世
代
の
事
例
が
増
え
て
い
る

と
告
発
。
必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
国
民
健

康
保
険
料
の
引
き
下
げ
と
医
療
費
負
担
の
軽
減
を
求
め

ま
し
た
。
副
市
長
は
「
負
担
の
公
平
が
制
度
を
支
え
る

基
本
的
考
え
方
」
と
冷
た
い
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

０
０
棟
に
も
お
よ
ん
だ
こ
と
か
ら
、
最
大
限
の
支
援
策

を
と
る
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
西
村
議
員
は
、
災
害
復
旧
に
も
影
響
し
て
い
る
市
内

建
設
事
業
者
の
減
少
に
つ
い
て
、
住
宅
改
修
助
成
制
度

や
、
商
店
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
を
創
設
し
て
、
支
援
を
求

め
ま
し
た
。
副
市
長
は
、
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

は
、
答
弁
せ
ず
、
地
元
業
者
が
参
画
し
て
い
く
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
、
と
の
答
弁
。
ま
た
、
働
く
市
民
の

雇
用
や
賃
金
が
高
ま
ら
な
い
「
景
気
回
復
」
は
経
済
の

好
循
環
を
生
ま
な
い
と
し
て
、「
公
契
約
基
本
条
例
」

に
賃
金
規
定
を
盛
り
込
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。
副
市
長

は
、
従
来
通
り
「
法
に
基
づ
く
規
制
」
が
基
本
と
し
て

拒
否
し
ま
し
た
。

い
く
こ
と
を
吟
味
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
局
面
に
入
っ

て
い
る
」
と
現
状
の
問
題
点
を
認
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
井
議
員
は
、
市
バ
ス
の
混
雑
問
題
で
「
観

光
客
の
総
量
規
制
が
必
要
。
市
民
は
固
定
客
・
常
連
客
。

市
バ
ス
・
地
下
鉄
を
支
え
て
き
た
の
は
市
民
。
市
民
の

生
活
や
足
を
守
る
政
策
に
舵
を
切
る
べ
き
」
と
追
及
し

ま
し
た
。
副
市
長
は
、「
混
雑
状
況
は
か
な
り
大
変
な

も
の
だ
と
肌
身
に
感
じ
て
い
る
」
と
言
い
つ
つ
、「
工

夫
を
重
ね
て
い
く
」
と
の
答
弁
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
井
議
員
は
、
国
が
す
す
め
よ
う
と
し
て
い

る
水
道
法
改
正
に
か
か
わ
り
、「
官
民
連
携
、
広
域
化

を
国
が
広
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
市
民
負
担
を
増
や
す

こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

ん
で
し
た
。

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
多
様
な
性
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

全
教
職
員
・
市
職
員
へ
の
研
修
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
、
専
門
的
な
相
談
対
応
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

証
明
制
度
の
実
施
等
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
の
当
事
者
か
ら
話
を
聞
い

て
職
員
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
お
り
、
12
月
中
に

完
成
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
若
者
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
高
い
学
費
へ
の
支
援
が

一
番
求
め
ら
れ
て
い
る
と
し
、
独
自
の
奨
学
金
制
度
を
創

設
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
副
市
長
は
国
の
奨
学
金
充

実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
答
弁
す
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
加
藤
議
員
は
、
ま
ず
、
市
長
の
公
約
で
も
あ
る
「
子

ど
も
の
医
療
費
支
給
制
度
の
拡
充
」
に
つ
い
て
、
す
べ

て
の
子
ど
も
を
対
象
に
実
現
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
続
い
て
原
子
力
災
害
に
は
、
ほ
か
の
自
然
災
害
に
は

な
い
異
質
の
脅
威
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
子
力

規
制
委
員
会
の
新
規
制
基
準
は
、
新
た
な
安
全
神
話
を

生
み
出
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
厳
し
く
批
判
し

原
発
災
害
対
策
は

見
直
し
を

改
憲
発
議
中
止
を
求
め
よ

ま
し
た
。
副
市
長
は
、「（
被
害
の
）
不
可
逆
性
に
つ
い

て
、
重
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の
は
当
然
あ
る
」
と
答

弁
し
ま
し
た
が
、「
安
全
性
の
検
証
は
国
が
判
断
す
る

も
の
」
と
し
て
「
世
界
最
高
水
準
と
さ
れ
る
新
規
制
基

準
を
厳
格
に
適
用
す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
加
藤
議
員
は
、「
安
倍
政
権
下
で
の
改
憲
は
認
め
ら

れ
な
い
」「
政
策
の
優
先
順
位
で
憲
法
改
正
は
最
下
位
」

と
の
各
種
世
論
調
査
結
果
を
示
し
、
市
長
に
「
拙
速
に

発
議
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
発
信
す
る
よ
う
迫
り
ま
し

た
。
市
長
は
原
発
問
題
で
も
、
憲
法
問
題
で
も
、
答
弁

に
は
立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

くらた共子
議員

西村よしみ
議員

平井 良人
議員

玉本なるみ
議員

加藤 あい
議員
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山
本
議
員
は
、
決
算
を
認
定
し
な
い
理
由
を
述
べ

ま
し
た
。

　
認
定
し
な
い
第
一
の
理
由
は
、
災
害
対
応
の
最
前

線
で
あ
る
区
役
所
の
職
員
を
３
年
で
約
４
０
０
人
も

削
減
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
結
果
、
災
害
対
応

に
不
十
分
な
状
況
が
生
ま
れ
た
と
批
判
。
職
員
削
減

計
画
は
撤
回
し
、
職
員
体
制
の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

　
第
二
の
理
由
は
、
国
が
社
会
保
障
予
算
を
大
幅
に

削
減
し
て
き
た
も
と
で
、
京
都
市
の
独
自
の
支
援
が

弱
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
社
会
保
障
予
算
の
削

減
に
つ
い
て
、
市
長
は
、
国
の
社
会
保
障
削
減
を
正

当
化
し
て
い
る
と
批
判
。
介
護
保
険
事
業
で
は
、
京

都
市
介
護
保
険
料
基
準
額
が
制
度
開
始
当
初
の
２
・

２
倍
と
な
り
、
利
用
料
に
つ
い
て
も
２
割
～
３
割
へ

と
引
き
上
げ
が
進
ん
で
い
る
と
指
摘
。
本
会
議
答
弁

で
副
市
長
が
「（
介
護
保
険
へ
の
一
般
会
計
）
繰
り
入

れ
は
法
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
」
と
し
な
が
ら
「
制

度
運
営
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
」
と
繰
入
を

拒
否
し
た
こ
と
を
批
判
。
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ

を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
、

高
す
ぎ
る
保
険
料
が
生
活
を
圧
迫
し
て
お
り
、
国
保

会
計
の
累
積
黒
字
54
億
円
を
活
か
し
保
険
料
の
引
き

下
げ
を
求
め
ま
し
た
。
10
月
か
ら
実
施
の
生
活
保
護

費
の
引
下
げ
に
つ
い
て
、
副
市
長
が
「
メ
リ
ハ
リ
の

き
い
た
改
正
」
と
強
弁
し
た
こ
と
は
「
市
民
の
実
態

と
あ
ま
り
に
か
け
離
れ
た
認
識
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

　
第
三
の
理
由
は
、「
財
政
が
厳
し
い
」
と
言
っ
て

福
祉
関
連
経
費
を
削
り
な
が
ら
、
不
要
不
急
の
大
型

公
共
工
事
に
つ
い
て
は
前
の
め
り
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　
北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
指
摘
し
た
問
題
点
に

何
一
つ
答
え
て
い
な
い
と
批
判
。
鴨
川
東
岸
線
の
拡

幅
工
事
と
合
わ
せ
「
不
要
不
急
の
大
型
公
共
工
事
は

中
止
す
べ
き
」
と
質
し
ま
し
た
。

　
第
四
の
理
由
は
、
子
育
て
支
援
の
底
上
げ
に
対
応

し
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
は
「
中
学
校

卒
業
ま
で
所
得
制
限
な
し
で
す
べ
て
の
子
ど
も
の
無

料
化
」
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
障
害
児
保
育
の
充

実
、
学
童
ク
ラ
ブ
事
業
に
つ
い
て
環
境
の
保
障
を
求

め
ま
し
た
。
全
員
制
の
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、

中
学
校
給
食
の
在
り
方
に
つ
い
て
再
検
討
し
、
温
か

い
全
員
制
の
中
学
校
給
食
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。

教
育
現
場
で
、
超
過
勤
務
時
間
が
80
時
間
を
超
え
て

い
る
方
が
、
３
・
５
倍
と
い
う
実
態
が
明
ら
か
に
な

り
、
改
善
の
た
め
、
少
人
数
学
級
の
拡
充
を
求
め
ま

し
た
。

　
ま
た
、
高
す
ぎ
る
学
費
や
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
対
策

な
ど
若
者
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
は
ぐ
く
み
局

が
中
心
的
な
役
割
を
担
う
べ
き
と
役
割
強
化
を
求
め

ま
し
た
。

　
第
五
の
理
由
は
、「
文
化
で
稼
ぐ
」「
観
光
で
稼

ぐ
」
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
、
住
民
の
住
環
境
を
守

る
姿
勢
が
極
め
て
弱
い
こ
と
で
す
。

　
文
化
施
策
つ
い
て
、
文
化
財
保
護
事
業
費
の
減
少

一
般
会
計
決
算
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

決
算
、
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て

�

山
本
陽
子
議
員
が
反
対
討
論

一
般
会
計
決
算
、
公
営
企
業
会
計
決
算
に
つ
い
て

�

西
村
よ
し
み
議
員
が
討
論

　
西
村
議
員
は
、
一
般
会
計
と
中
央
卸
売
市
場
第
一

市
場
特
別
会
計
、
自
動
車
運
送
事
業
（
市
バ
ス
）
特

別
会
計
の
各
決
算
を
認
定
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
、

以
下
の
通
り
述
べ
ま
し
た
。

　
西
村
議
員
は
、「
中
小
企
業
や
市
民
の
く
ら
し
の

現
実
を
見
て
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
を
応
援
し
、

雇
用
と
賃
金
を
高
め
よ
」
と
質
し
た
の
に
対
し
「
経

済
指
標
、
雇
用
情
勢
も
回
復
し
て
い
る
」「
府
内
の

５
割
の
企
業
が
賃
上
げ
し
て
い
る
。
望
ま
ざ
る
非
正

規
は
問
題
だ
が
９
割
は
望
ま
れ
た
パ
ー
ト
だ
」
と
の

認
識
を
示
し
た
こ
と
を
批
判
。
産
業
支
援
に
重
要
な

「
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
」、
災
害
被
害
支
援
強
化

に
と
ど
ま
ら
な
い
農
林
家
支
援
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　
交
通
混
雑
な
ど
市
民
生
活
へ
の
悪
影
響
に
無
策
な

観
光
政
策
、
商
店
街
振
興
策
は
従
来
の
範
囲
に
留
ま

り
、
労
働
環
境
の
改
善
は
「
企
業
の
な
か
で
議
論
す

る
こ
と
」「
生
産
性
向
上
の
元
で
長
時
間
労
働
が
是

正
さ
れ
る
」
な
ど
、
市
の
責
任
を
放
棄
す
る
姿
勢
を

批
判
し
ま
し
た
。

　
中
央
卸
売
市
場
第
一
市
場
再
整
備
費
の
総
額
６
０

０
億
円
に
つ
い
て
、
食
の
安
全
と
価
格
の
安
定
化
を

担
う
市
場
の
整
備
は
必
要
だ
が
、
膨
れ
上
が
る
事
業

費
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
再
整
備
と
と
も
に
市
が

財
政
負
担
す
る
新
駅
設
置
な
ど
は
見
直
し
す
べ
き
と

厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

　
市
バ
ス
事
業
は
「
管
理
の
受
委
託
」（
民
間
委
託
）

に
よ
る
低
賃
金
で
運
転
手
確
保
が
厳
し
く
な
っ
て
お

り
、
安
全
運
行
、
運
転
手
の
安
定
確
保
の
た
め
に
も

「
管
理
の
受
委
託
」
は
や
め
る
べ
き
と
指
摘
、
路
線

の
延
長
や
ダ
イ
ヤ
の
改
善
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　
高
速
鉄
道
事
業
（
地
下
鉄
）、
水
道
・
下
水
道
事

業
の
決
算
は
認
定
し
た
上
で
、
烏
丸
線
の
ホ
ー
ム
ド

ア
全
駅
設
置
、
鉛
製
給
水
管
の
宅
地
内
取
替
助
成
額

引
き
上
げ
、
水
道
事
業
は
民
営
化
で
は
な
く
公
営
を

堅
持
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
安
倍
政
権
が
来
年
10
月
か
ら
消
費
税
10

％
増
税
を
表
明
し
た
こ
と
に
対
し
、
市
民
や
利
用
者

に
負
担
を
押
し
付
け
る
増
税
に
反
対
し
、
公
共
料
金

へ
の
転
嫁
を
し
な
い
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

を
指
摘
。
ま
た
、
市
バ
ス
の
混
雑
、
簡
易
宿
所
の
激

増
な
ど
住
環
境
へ
の
影
響
は
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
」「
観
光
公
害
」
と
も
評
さ
れ
る
事
態
に
な
っ
て

お
り
、
宅
地
が
高
騰
し
若
い
世
代
が
住
み
に
く
く
な

っ
て
い
る
と
指
摘
。
地
域
と
の
調
和
を
図
る
な
ら
、

踏
み
込
ん
だ
規
制
を
す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
安
倍
首
相
が
自
民
党
改
憲
案
の
提
出
を
表
明
し
て

い
る
下
で
、
地
方
自
治
体
が
国
の
横
暴
を
抑
制
す
る

役
割
を
果
た
す
べ
き
と
主
張
。
ま
た
、
市
長
の
「
批

判
の
た
め
の
批
判
と
し
か
聞
こ
え
な
い
」
と
、
議
論

を
封
殺
す
る
か
の
よ
う
な
答
弁
を
批
判
。
真
摯
な
姿

勢
で
議
会
論
戦
に
臨
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。
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井
坂
議
員
は
、
住
民
自
ら
が
自
治
会
加
入
を
す
す

め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
は

重
要
と
述
べ
た
う
え
で
、「
京
都
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
性
化
推
進
条
例
」（
２
０
１
１
年
９
月
市
会

制
定
）
に
つ
い
て
党
議
員
団
は
、「
地
方
自
治
の
主

役
は
住
民
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
」「
地
域
自
治
を
担
う
住
民
組
織
は
多
種
多
様
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
小
学
校
区
を
単
位
と
す
る
町
内

会
組
織
に
狭
く
限
定
し
て
い
る
こ
と
」「
住
民
活
動

に
対
し
て
『
市
長
が
諮
問
し
、
調
査
・
審
議
す
る
』

と
し
て
行
政
が
住
民
自
治
へ
介
入
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
」「
行
政
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
財
政
支
援
を

含
め
、
活
動
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
あ
り
、

条
例
で
自
治
会
加
入
を
義
務
化
す
る
こ
と
で
は
な
い

こ
と
」
と
の
理
由
で
反
対
し
た
と
述
べ
ま
し
た
。

　
今
回
の
条
例
改
正
に
よ
っ
て
、
行
政
に
よ
る
住
民

自
治
へ
の
介
入
を
広
げ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と

指
摘
し
ま
し
た
。

　
条
例
は
、
７
つ
の
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
の
内
、

中
京
を
中
央
セ
ン
タ
ー
と
位
置
づ
け
、
他
を
分
館
と

す
る
も
の
で
す
。
玉
本
議
員
は
、
青
少
年
活
動
セ
ン

タ
ー
の
歴
史
と
役
割
に
つ
い
て
、
50
年
前
に
勤
労
青

少
年
対
策
と
し
て
、
商
業
集
積
地
域
で
あ
る
７
つ
の

行
政
区
に
設
置
さ
れ
た
経
過
を
述
べ
た
上
で
、
青
少

年
全
体
の
対
策
を
行
う
た
め
、
青
少
年
の
家
か
ら
青

少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
と
変
更
さ
れ
た
と
述
べ
ま
し
た
。

本
来
な
ら
そ
の
段
階
で
、
身
近
な
青
少
年
の
施
設
と

し
て
全
行
政
区
に
設
置
す
べ
き
だ
っ
た
と
指
摘
。
居

住
地
や
学
校
、
職
場
な
ど
か
ら
来
館
し
や
す
い
地
域

に
、
青
少
年
が
集
え
る
セ
ン
タ
ー
の
必
要
性
を
訴
え

ま
し
た
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

京
都
市
の
外
郭
団
体
と
し
て
ユ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
協
会

が
業
務
委
託
を
受
け
、
事
業
を
行
っ
て
き
た
実
績
に

触
れ
、
少
な
く
と
も
、
指
定
管
理
者
の
選
定
は
非
公

募
と
し
、
事
業
の
継
続
性
が
確
保
さ
れ
る
べ
き
と
強

調
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
京
都
市
人
口
の
１
割
以
上

を
占
め
る
若
者
へ
の
支
援
は
重
要
で
あ
り
、
現
状
維

持
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
青
少
年
の
支
援
を
充
実
す

る
よ
う
主
張
し
ま
し
た
。

「
消
費
税
増
税
中
止
の
要
請
」
の
請
願
の

不
採
択
に
つ
い
て

�

や
ま
ね
智
史
議
員
が
、
不
採
択
に
反
対
討
論

「
京
都
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
推
進
条
例
の

一
部
改
正
」
に
つ
い
て

�

井
坂
博
文
議
員
が
反
対
討
論

青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

�

玉
本
な
る
み
議
員
が
賛
成
討
論

公
園
条
例
改
正
案
に
つ
い
て

�

井
上
け
ん
じ
議
員
が
反
対
討
論

　
や
ま
ね
議
員
は
、「
消
費
税
増
税
中
止
を
求
め
る

請
願
」
に
つ
い
て
、“
採
択
す
べ
き
”
と
そ
の
理
由

を
述
べ
ま
し
た
。

　
第
一
に
、
い
ま
の
経
済
状
況
の
下
で
消
費
税
増
税

を
強
行
す
れ
ば
、
消
費
不
況
を
深
刻
化
さ
せ
、
貧
困

と
格
差
を
拡
大
し
、
経
済
全
体
に
重
大
な
影
響
を
も

た
ら
す
と
指
摘
、
２
０
１
４
年
４
月
、
消
費
税
８
％

へ
の
増
税
時
に
は
「
経
済
の
底
が
抜
け
た
」
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
の
消
費
不
況
を
招
き
、
現
在
も
回
復
し
て

い
な
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　
第
二
に
、「
消
費
税
増
税
は
社
会
保
障
の
た
め
」

と
説
明
し
て
い
る
が
、
10
月
９
日
の
財
務
省
の
財
政

審
へ
の
「
提
言
」
で
は
、
医
療
・
介
護
・
子
育
て
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
負
担
増
に
つ
ぐ
負
担
増
と
な
っ

て
お
り
、
説
明
は
ま
っ
た
く
成
り
立
た
な
い
こ
と
を

厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
第
三
に
、
こ
の
30
年
間
で
国
民
が
払
っ
た
消
費
税

の
総
額
は
約
３
４
９
兆
円
に
対
し
、
法
人
３
税
の
減

収
は
約
２
８
０
兆
円
、
消
費
税
は
大
企
業
減
税
の
穴

埋
め
に
充
て
ら
れ
て
き
た
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
安
倍
政
権
の
も
と
で
空
前
の
利
益
を
上

げ
て
い
る
大
企
業
や
富
裕
層
に
、
負
担
能
力
に
応
じ

て
税
金
を
徴
収
す
れ
ば
、
消
費
税
を
増
税
し
な
く
て

も
財
源
は
十
分
あ
る
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
「
都
市
公
園
法
」
改
正
に
伴
い
、
パ
ー
ク

Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
呼
ば
れ
る
「
公
募
設
置
管
理
制
度
」
を
、

本
市
の
公
園
に
も
適
用
し
よ
う
と
す
る
の
が
条
例
改

正
案
の
最
大
の
特
徴
で
あ
り
、
公
園
を
民
間
企
業
の

営
利
の
対
象
と
し
て
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
政
府
は
、
公
共
部
門
の
民
間

へ
の
「
開
放
」
を
は
か
っ
て
お
り
、
自
治
体
の
民
営

化
・
市
場
化
・
産
業
化
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
と

強
調
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
、
広
く
市
民
の
基
本
的
人

権
の
保
障
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
低
廉
で
良
質
な
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
、
専
門
性
や
、
情
報
公
開
・
民
主
的

運
営
、
事
業
の
安
定
性
等
々
の
観
点
か
ら
、
公
こ
そ

が
そ
の
公
共
的
役
割
を
発
揮
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
。

　
さ
ら
に
、
具
体
的
に
ど
の
公
園
を
対
象
と
し
て
適

用
す
る
か
に
つ
い
て
、
議
会
の
関
与
は
要
ら
な
い
と

の
手
続
き
上
の
問
題
も
、
反
対
理
由
の
ひ
と
つ
と
し

て
挙
げ
ま
し
た
。
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討論、意見書

　
く
ら
た
議
員
は
、
幼
児
教
育
及
び

保
育
の
無
償
化
は
、
子
育
て
世
帯
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
と
し
て
必
要
な

も
の
で
あ
り
、
一
日
も
早
い
実
現
を

求
め
る
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
意
見
書
案
は
、

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の
対
象
を
す
べ
て
の
子

ど
も
で
は
な
く
、
保
育
時
間
で
限
定
す
る
よ
う
求
め

る
も
の
だ
と
指
摘
。
保
護
者
が
、
無
償
化
の
時
間
に

合
わ
せ
て
勤
労
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
は
非
現
実
的

で
あ
り
、
就
労
や
生
活
実
態
に
対
応
で
き
る
保
育
環

境
が
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
待
機
児
の
解
消
は
、
無
償
化
と
同
時
に
進
め
て
い

く
べ
き
も
の
で
あ
り
、
国
が
責
任
を
果
た
す
べ
き
と

強
調
し
ま
し
た
。

　
同
時
に
重
要
な
の
は
保
育
の
安
全
の
確
保
で
あ
り
、

保
育
士
の
処
遇
改
善
や
保
育
の
基
準
引
き
上
げ
の
た

め
の
予
算
措
置
を
国
に
求
め
る
べ
き
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
北
山
議
員
は
、
意
見
書
案
に
あ

る
「
水
道
施
設
の
老
朽
化
・
耐
震

化
の
対
策
は
、
喫
緊
の
課
題
」
と

の
認
識
は
一
致
す
る
と
し
、
老
朽

化
対
策
を
早
急
に
進
め
る
う
え
で
、
国
の
制
度
の
拡

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
係
る

国
へ
の
意
見
書
案
に
つ
い
て

�

く
ら
た
共
子
議
員
が
反
対
討
論

水
道
施
設
の
戦
略
的
な
老
朽
化
対
策
を

求
め
る
意
見
書
案
に
つ
い
て

�

北
山
た
だ
お
議
員
が
反
対
討
論

生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
撤
回
と
保
護

制
度
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

�
西
野
さ
ち
子
議
員
が
賛
成
討
論

　
西
野
議
員
は
、
こ
れ
ま
で
政
府
が

生
活
保
護
の
老
齢
加
算
や
母
子
加
算

を
廃
止
す
る
な
ど
、
保
護
費
を
引
き

下
げ
て
き
た
こ
と
で
生
活
保
護
世
帯

の
生
活
が
ま
す
ま
す
追
い
詰
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

10
月
か
ら
の
引
き
下
げ
は
保
護
世
帯
の
７
割
に
の
ぼ

る
こ
と
を
指
摘
。
ま
た
、
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
が

国
民
生
活
全
体
の
水
準
を
引
き
下
げ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
引
き
下
げ
の
撤
回
と
憲
法
25
条
で
規
定
さ
れ
て

い
る
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」
を
保

充
は
不
可
欠
と
強
調
し
ま
し
た
。
抜
本
的
な
支
援
制

度
の
実
現
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
意
見
書
案
の
第
一

項
に
は
異
存
は
な
い
と
し
た
上
で
、
以
下
の
通
り
反

対
の
理
由
を
述
べ
ま
し
た
。

　
国
は
、
水
道
法
を
改
定
し
て
広
域
化
や
官
民
連
携

と
い
う
名
の
民
営
化
へ
の
道
を
進
め
、
際
限
の
な
い

市
民
負
担
を
押
し
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
。
意
見
書
案
の
第
二
項
に
は
「
広
域
連
携
の
推
進

や
適
切
な
資
産
管
理
の
推
進
」「
官
民
連
携
の
推
進
」

と
あ
り
、
こ
れ
ら
は
「
命
の
水
」
を
民
間
に
売
り
渡
し
、

市
民
へ
の
公
的
責
任
を
放
棄
す
る
こ
と
に
な
る
と
厳

し
く
批
判
し
ま
し
た
。
海
外
で
は
水
道
事
業
の
民
営

化
に
よ
り
料
金
が
５
倍
に
も
な
っ
た
り
水
質
が
悪
化

し
て
、
民
営
か
ら
公
営
に
戻
す
流
れ
が
広
が
っ
て
い

る
こ
と
を
紹
介
。
上
下
水
道
事
業
は
公
営
を
堅
持
し
、

国
の
補
助
制
度
を
拡
充
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
訴
え
ま
し
た
。

障
す
べ
き
だ
と
訴
え
ま
し
た
。

　
今
年
の
猛
暑
で
熱
中
症
が
続
出
す
る
中
、
エ
ア
コ

ン
が
必
需
品
と
な
り
、
今
年
の
４
月
か
ら
新
た
に
生

活
保
護
を
受
給
さ
れ
転
居
さ
れ
た
方
に
、
エ
ア
コ
ン

設
置
費
を
出
し
て
も
よ
い
と
改
善
さ
れ
た
が
、
そ
れ

ま
で
に
受
給
し
た
世
帯
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
は
、
命
の
保
証
が
で
き
な
い
と
批
判
し
、
設
置
費

と
減
額
さ
れ
た
冬
季
加
算
を
引
き
上
げ
、
夏
季
加
算

を
早
急
に
創
設
す
べ
き
と
主
張
し
、
意
見
書
の
採
択

を
求
め
ま
し
た
。

提案会派等 件　名
審議
結果

（○×は議案に対する各会派の態度。
○＝賛成，×＝反対）

共自公国京維無
1
無
2
無
3
無
4

市会議員全員
地震や台風等の災害対策に関する意見書の 
提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自・共・公・国・
維・無（1・2・3・4）

学校施設や通学路におけるブロック塀等の 
安全性確保を求める意見書の提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自・共・公・国・
京・無（1・2・3・4）

地方消費者行政に対する財政支援（交付金等）
の継続・拡充を求める意見書の提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自・公・国・京・
維・無（1・2・3・4）

児童虐待防止対策の更なる強化を求める意見
書の提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自・公・国・京・
維・無（1・2・3・4）

幼児教育・保育の無償化に係る国への意見書の
提出について

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自・公・国・京・
維・無（1・2・3・4）

キャッシュレス社会の実現を求める意見書の 
提出について

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自・公・国・京・
無（1・2・3・4）

水道施設の戦略的な老朽化対策を求める意見
書の提出について

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

共産
生活保護基準の引下げ撤回と保護制度の改善
を求める意見書の提出について

否決 ○ × × × × × × × × ×

共産 消費税増税中止を求める意見書の提出について 否決 ○ × × × × × × × × ×

維新 消費税増税凍結を求める意見書の提出について 否決 × × × × × ○ × × × ×

市会議員全員
今年度の一連の災害を踏まえた災害対策を 
求める決議について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自・共・公・国・京・
維・無（1・2・3）

山本ひろふみ議員に対する問責決議について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除斥
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遅
れ
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
党
議
員
が
職
員
削
減
を
や
め
、
体
制
の
強
化

を
求
め
た
と
こ
ろ
、
副
市
長
は「
職
員
が
減
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
災
害
対
応

が
不
十
分
に
な
る
の
は
ダ
メ
な
の
で
総
点
検
す
る
」と
答
弁
。
市
長
は「
必
要

な
部
署
に
は
し
っ
か
り
と
増
員
。
局
を
超
え
た
応
援
態
勢
を
取
っ
て
い
る
」、

副
市
長
は「
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
お
願
い
し
、
守
る
べ
き
所
は
守
る
」と
職

員
が
足
り
て
い
な
い
現
状
を
見
な
い
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
災
害
時
の
災
害
ご
み
の
回
収
が
課
題
と
な
り「
災
害
協
定
が
あ
る

の
で
民
間
業
者
に
業
務
指
示
で
き
る
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
が
、
党
議

員
は「
直
営
だ
か
ら
こ
そ
災
害
時
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
」と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
避
難
所
の
あ
り
方
、
避
難
困
難
者
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
改
善

を
求
め
ま
し
た
。
副
市
長
は「
自
主
防
災
会
の
方
へ
の
負
担
は
大
き
い
」こ
と

を
認
め
、「
開
設
や
運
営
に
関
す
る
規
定
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
検
証
・
見
直
し

を
行
う
」「
要
配
慮
者
の
受
け
入
れ
な
ど
を
考
え
る
」「
運
営
等
に
係
る
資
機

材
の
整
備（
資
材
の
配
備
、
体
育
館
の
整
備
含
め
）、
速
や
か
な
災
害
情
報
の

提
供
、
行
政
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
な
ど
を
し
っ
か
り
検
証
す
る
」と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
　
大
規
模
森
林
被
害
へ
の
対
策
と
合
わ
せ
、
沿
道
の
倒
木
に
よ
り
長
期
の
通

行
止
め
や
停
電
が
発
生
し
た
こ
と
に
つ
い
て
沿
道
付
近
の
倒
木
対
策
の
必
要

性
を
指
摘
し
ま
し
た
。
副
市
長
は「
適
正
な
山
の
管
理
、
倒
木
被
害
の
未
然

防
止
に
向
け
、
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
に
何
が
必
要
か
専
門
家
や
所
有
者
、

関
係
す
る
組
合
と
相
談
し
検
討
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
　
伏
見
区
の
大
岩
山
の
土
砂
崩
れ
へ
の
対
応
、
土
砂
条
例
の
制
定
を
求
め
た

こ
と
に
対
し
て
、「
土
砂
条
例
が
な
く
て
も
既
存
の
法
制
度
を
駆
使
し
て
対

応
で
き
る
」と
土
砂
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
実
態
を
み
な
い
答
弁
を
行
い
ま
し

た
。

　
　
党
議
員
が
工
務
店
や
瓦
業
者
な
ど
の
小
規
模
事
業
者
が
お
ら
ず
災
害
対
応

が
追
い
つ
い
て
い
な
い
現
状
を
指
摘
し
、
小
規
模
事
業
者
支
援
を
求
め
た
と

こ
ろ
、
今
あ
る
中
小
企
業
対
策
の
紹
介
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
党
議

員
は
被
害
の
大
き
い
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
対
策
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
◆「
稼
ぐ
力
」「
文
化
で
稼
ぐ
」を
軸
に
、
大
手
企
業
に
活
躍
の
場
を
提
供
す
る

　
　
地
方
創
生
戦
略
で
は
京
都
は
よ
く
な
ら
な
い

　
　
京
都
創
生
総
合
戦
略
は「
観
光
客
誘
致
と
呼
び
込
み
型
の
開
発
に
よ
る
京

都
づ
く
り
を
め
ざ
す
」も
の
で
あ
り
、「
地
元
経
済
に
循
環
せ
ず
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
破
壊
し
、
人
口
流
出
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
住
み
続
け
ら
れ

な
い
京
都
に
な
る
」と
指
摘
し
、
地
域
内
循
環
や
雇
用
と
暮
ら
し
を
応
援
す

る
政
策
へ
の
転
換
を
求
め
ま
し
た
。

　
　
副
市
長
は「
東
京
一
極
集
中
が
進
む
一
方
で
、
京
都
の
人
口
の
自
然
減
を

補
う
の
は
苦
し
い
」と
認
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
人
口
減
少
を
ホ

テ
ル
、
簡
易
宿
所
、「
民
泊
」建
設
に
よ
る
観
光
客
呼
び
込
み
の「
稼
ぐ
力
」で

乗
り
切
ろ
う
と
す
る
市
政
運
営
へ
の
批
判
に
、「
稼
ぐ
力
は
悪
い
こ
と
で
は

な
い
。
経
済
の
パ
イ
を
増
や
し
て
域
内
に
循
環
さ
せ
る
」と
国
の
地
方
創
生

戦
略
に
し
が
み
つ
く
市
政
運
営
に
固
執
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
地
方
創
生

戦
略
の
下
で
企
業
に
活
躍
の
場
を
提
供
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」と
追
及
す
る
と「
議
員
と
立
っ
て
い
る
地
点
が
違
う
」と
居
直
り
、「
市

長
は
、
地
方
創
生
の
名
で
二
条
城
を
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
活
用
し
、
文
化
を
経

済
的
価
値
だ
け
で
論
じ
て
い
る
」と
指
摘
す
る
と
、「
批
判
の
た
め
の
批
判
」

（
市
長
）と
答
弁
し
、
議
論
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　
　
観
光
客
増
加
に
よ
る
公
共
交
通
や
住
環
境
へ
の
悪
影
響
に
対
し
て
、
党
議

員
団
は
観
光
客
の
量
的
規
制
を
求
め
ま
し
た
が
、「
抑
制
よ
り
分
散
化
を
進

め
る
」と
総
量
規
制
の
方
向
を
否
定
し
ま
し
た
。「
民
泊
」に
つ
い
て
、
協
定

書
の
履
行
や
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
は「
指
導
で
き
な
い
」と
し
、
市
長
は

「
国
の
法
律
を
越
え
る
規
制
は
裁
判
で
負
け
る
」と
自
治
体
の
条
例
制
定
権
・

自
治
権
、
行
政
の
責
任
を
放
棄
す
る
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

　
◆
福
祉
関
連
経
費
と
職
員
削
減
、
民
間
委
託
推
進
で
自
治
体
を
変
質
さ
せ
る

　
　「
京
プ
ラ
ン
・
後
期
実
施
計
画
」の
撤
回
を

　
　
国
が
こ
の
６
年
間
で
１
兆
６
千
億
円
も
の
社
会
保
障
自
然
増
分
の
予
算
を

削
減
し
、
貧
困
と
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
長
は「
ト

ー
タ
ル
と
し
て
社
会
福
祉
を
維
持
し
持
続
可
能
に
す
る
」と
、
国
の
社
会
保

障
削
減
政
策
を
正
当
化
し
ま
し
た
。

　
　
党
議
員
は
、
保
険
料
を
払
い
な
が
ら
必
要
な
介
護
を
受
け
ら
れ
な
い
の
が

介
護
保
険
の
実
態
で
、
制
度
の
根
幹
は
す
で
に
崩
れ
て
お
り
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
で
介
護
保
険
料
を
引
き
下
げ
る
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。
保
健
福

祉
局
長
は
初
め
て「
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
は
、
法
で
禁
じ
ら
れ
て
い
な

い
」と
し
な
が
ら
も
、「
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
は
…
制
度
の
根
幹
を
揺
が
し

か
ね
な
い
」と
し
て
保
険
料
引
き
下
げ
を
拒
否
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
市
長
は

「
法
の
主
旨
を
超
え
て
ま
で
繰
り
入
れ
れ
ば
、
市
の
財
政
は
破
綻
し
市
民
生

活
を
支
え
ら
れ
な
い
。
職
員
は
増
や
せ
、
あ
れ
を
せ
よ
こ
れ
を
せ
よ
と
言
う

こ
と
で
は
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
」と
強
弁
。
ま
た
、
党
議
員
は
、
高
止
ま

り
の
国
民
健
康
保
険
料
は
限
界
を
超
え
、
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
と
指
摘
。

54
億
円
の
累
積
黒
字
を
活
用
し
て
、
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
求
め
ま
し
た
。

　
　
国
が
10
月
か
ら
引
き
下
げ
た
生
活
保
護
費
に
つ
い
て
、「
市
民
の
生
活
水

準
を
さ
ら
に
引
き
下
げ
る
も
の
」と
指
摘
す
る
と
、「
増
え
る
世
帯
も
あ
り
、

一
定
の
配
慮
が
さ
れ
た
適
切
な
も
の
。
メ
リ
ハ
リ
の
利
い
た
改
正
」と
貧
困

に
あ
え
ぐ
市
民
生
活
の
実
態
を
顧
み
な
い
冷
た
い
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

　
　
市
長
公
約
で
あ
る
、
子
ど
も
の
医
療
費
拡
充
に
つ
い
て
、
所
得
制
限
な
く

中
学
校
卒
業
ま
で
の
拡
充
を
求
め
ま
し
た
が
、「
来
年
度
の
実
施
に
向
け
総

合
的
に
検
討
す
る
」と
い
う
答
弁
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
全
員
制
の
中
学
校

給
食
の
実
現
に
つ
い
て
は
、「
中
学
生
の
昼
食
状
況
の
抽
出
調
査
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
の
意
見
交
換
を
す
る
」な
ど
変
化
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
現
在
の
中
学
校
給

食
の
充
実
に
取
り
組
む
」と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
　
障
害
児
教
育
に
つ
い
て
、
保
育
士
の
加
配
を
求
め
た
の
に
対
し
、
障
害
児

保
育
対
策
に
か
か
る
国
の
予
算
が
倍
増
さ
れ
た
こ
と
は
認
め
な
が
ら
、
そ
れ

９
月
市
会
を
終
え
て

２
０
１
８
年
11
月
２
日

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

団
長　

山
中　

渡

声
明

一
、
は
じ
め
に

　
　
10
月
25
日
、
37
日
間
の
会
期
を
終
え
て
９
月
市
会
が
終
了
し
ま
し
た
。
９

月
市
会
は
、
夏
の
記
録
的
な
猛
暑
と
大
阪
北
部
地
震
、
西
日
本
豪
雨
に
続
く

連
続
台
風
に
よ
る
災
害
に
対
す
る
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
、
こ
れ
ま
で
の
延
長

線
上
で
な
い
対
策
と
行
政
対
応
が
大
き
く
問
わ
れ
る
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

国
政
で
は
、
昨
年
の
大
義
な
き
解
散
総
選
挙
で
過
半
数
を
得
た
安
倍
自
公
政

権
が
暴
走
を
加
速
さ
せ
、
改
憲
と
消
費
税
10
％
増
税
を
公
言
す
る
中
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
今
議
会
は
、
２
０
１
７
年
度
京
都
市
決
算
審
議
を
通
じ
て

　
３
期

目
２
年
目
を
迎
え
る
門
川
市
長
の

　
１
）「
京み

や
こプ

ラ
ン
後
期
実
施
計
画
」の「
行

革
」推
進
に
よ
る
京
都
経
済
と
市
民
の
暮
ら
し
へ
の
影
響

　
２
）「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
・
こ
こ
ろ
京
都
創
生
総
合
戦
略
」に
基
づ
く
大
型
開
発
優
先
と

稼
ぐ
自
治
体
づ
く
り
の
政
治
姿
勢
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
切
実
な
声
を
も

と
に
大
い
に
論
戦
し
ま
し
た
。

一
、
市
民
の
運
動
と
議
員
団
の
論
戦
に
よ
り
市
民
要
求
が
前
進

　
　
党
議
員
団
は
、
連
続
し
た
大
規
模
災
害
の
現
場
に
駆
け
付
け
実
態
を
つ
か

み
、
京
都
市
に
繰
り
返
し
要
望
を
伝
え
改
善
を
求
め
る
と
共
に
、
議
会
論
戦

の
中
心
に
災
害
対
策
を
据
え
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
雨
漏
り
、

浸
水
対
策
」に
も
京
都
市
被
災
者
住
宅
再
建
等
支
援
制
度
を
適
用
さ
せ
る
と

と
も
に「
恒
久
的
」制
度
と
し
て
対
応
す
る
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
所
有
者
不
明
の
飛
来
物
の
ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て
、「
収
集
し
た
」今
回
の

対
応
を
今
後
の
災
害
時
で
も
行
う
よ
う
求
め
、「
適
切
に
、
迅
速
に
対
応
し

て
い
き
た
い
」と
副
市
長
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
被
災
者
に
支

援
制
度
が
市
民
に
知
ら
さ
れ
て
な
い
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
党
議
員
団

と
し
て「
支
援
制
度
紹
介
チ
ラ
シ
」を
広
く
配
布
。
多
く
の
市
民
か
ら
歓
迎
さ

れ
、
深
刻
な
被
害
の
相
談
や
防
災
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
が
連
日
の
よ
う
に

議
員
団
に
寄
せ
ら
れ
、
党
議
員
団
あ
げ
て
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
党
議
員
団
が
求
め
て
き
た
就
学
援
助
入
学
前
支
給
の
戻
入
対
策
に
つ
い
て

「
来
年
は
前
々
年
度
の
所
得
で
判
断
す
る
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
吹
き

つ
け
ア
ス
ベ
ス
ト
へ
の
対
策
に
つ
い
て
周
知
と
対
策
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

「
府
と
連
携
し
、
周
知
に
取
り
組
む
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
地
下
鉄
烏

丸
線
の
全
駅
に
安
全
柵
設
置
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
は「
自
動
運
転

装
置
の
設
置
は
半
分
の
車
両
し
か
メ
ド
が
な
い
」と
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

議
会
の
質
疑
で「
全
車
両
に
検
討
し
た
い
」と
安
全
柵
設
置
へ
一
歩
進
め
る
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
バ
ス
停
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
敷
設
の
整
備
を
求
め
た
と

こ
ろ
、「
建
設
局
と
連
携
し
、
で
き
る
だ
け
進
め
た
い
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
の
方
々
へ
の
支
援
充
実
を
求
め
た
の
に
対
し「
51
団
体

か
ら
全
体
像
の
調
査
を
は
じ
め
た
。
申
請
書
類
等
の
様
式
、
ト
イ
レ
の
表
示

な
ど
に
つ
い
て
大
阪
市
、
大
津
市
の
視
察
を
行
い
、
２
６
４
事
例（「
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
法
連
合「
社
会
で
直
面
す
る
困
難
リ
ス
ト
」）等
、
庁
内
関
係
課
で
掘
り
下

げ
た
検
討
を
行
い
た
い
」「
職
員
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
専
門
家
に
監
修
を
依
頼

し
12
月
ま
で
に
…
丁
寧
に
作
成
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
相

談
窓
口
が
市
に
な
い
こ
と
対
し
て
、「
人
権
擁
護
委
員
の
方
を
紹
介
し
て
い

る
」、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
つ
い
て
は
、「
研
究
し
て
い
き
た
い
」に

と
ど
ま
り
、
ひ
き
つ
づ
く
追
及
が
必
要
で
す
。

一
、
予
算
・
決
算
に
対
す
る
党
議
員
団
の
態
度
と
論
戦
の
特
徴

　
　
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
22
議
案
の
う
ち
、
２
０
１
８
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
14
議
案
は
賛
成
お
よ
び
認
定
し
、
一
般
会

計
決
算
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

決
算
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算
、
中
央
卸
売
市
場
第
一
市
場
決

算
、
自
動
車
運
送
事
業
特
別
会
計
決
算
な
ど
8
議
案
は
認
定
せ
ず
、
結
了
委

員
会
及
び
終
了
本
会
議
討
論
で
そ
の
理
由
を
述
べ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
以

外
の
会
派
及
び
無
所
属
4
人
は
す
べ
て
の
議
案
に
賛
成
・
認
定
し
ま
し
た
。

　
　
２
０
１
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
大
阪
北
部
地
震
を
受
け
点
検

し
、
安
全
性
に
問
題
が
あ
る
公
共
施
設
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
と
フ
ェ
ン
ス
な

ど
の
再
設
置
を
行
う
と
と
も
に
、
台
風
２１
号
被
害
に
対
し
て
迅
速
に
復
旧
・

支
援
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
必
要
な
も
の
と
し
て
賛
成
し
ま
し
た
。「
社
会

福
祉
法
人
会
計
監
査
人
設
置
モ
デ
ル
事
業
」は
国
の
公
的
責
任
を
放
棄
す
る

も
の
、「
自
動
運
転
に
よ
る
新
た
な
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
調
査
」は

実
用
化
不
明
な
米
国
企
業
の
構
想
に
税
金
を
充
て
る
も
の
で
あ
り
、
認
め
ら

れ
な
い
と
、
討
論
で
指
摘
し
ま
し
た
。

　
　
一
般
会
計
決
算
、
公
営
企
業
会
計
決
算
に
関
し
て
、
以
下
の
内
容
で
論
戦

し
ま
し
た
。

　
◆
連
続
し
た
大
規
模
災
害
…
苦
難
に
寄
り
そ
い
調
査
・
相
談
・
論
戦

　
　
連
続
し
た
大
規
模
災
害
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上
で
な
い
対
策

を
求
め
る
と
共
に
、
災
害
に
対
す
る
行
政
対
応
の
問
題
を
質
し
ま
し
た
。
災

害
対
応
の
最
前
線
で
あ
る
区
役
所
職
員
が
、
京
プ
ラ
ン
実
施
計
画
に
基
づ
き

こ
の
３
年
間
で
約
４
０
０
人
が
削
減
さ
れ
た
結
果
、
人
手
が
足
り
ず
災
害

の
罹
災
証
明
の
発
行
が
遅
れ
た
り
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
配
布
さ
れ
な
か
っ
た

り
、
避
難
所
へ
の
職
員
配
置
が
で
き
な
い
な
ど
、
区
役
所
で
の
災
害
対
応
の
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が
補
助
金
で
は
な
く
、
地
方
交
付
税
分
で
あ
り
、
前
年
度
比
で
地
方
交
付
税

総
額
が
減
少
し
た
こ
と
を
理
由
に
否
定
し
ま
し
た
。

　
　
若
者
へ
の
対
策
を
、
バ
ラ
バ
ラ
の
部
局
対
応
で
な
く「
子
ど
も
若
者
は
ぐ

く
み
局
」が
中
心
に
な
っ
て
推
進
す
べ
き
と
提
案
し
ま
し
た
。
ま
た
、
京
都

独
自
の
給
付
制
奨
学
金
制
度
の
設
立
を
求
め
ま
し
た
が
、「
国
に
お
い
て
検

討
さ
れ
る
も
の
」と
相
変
わ
ら
ず
逃
げ
の
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

　
　
党
議
員
が
、
敬
老
乗
車
証
の
利
用
状
況
と
効
果
の
調
査
、
制
度
の
改
悪
撤

回
を
求
め
た
の
に
対
し
て
、
保
険
福
祉
局
長
は「
客
観
的
効
果
の
検
証
は
困

難
」「
持
続
可
能
で
目
的
に
沿
っ
た
使
い
や
す
い
も
の
に
な
る
よ
う
慎
重
に

検
討
を
重
ね
る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
　
今
後
、
窓
口
業
務
の
民
間
委
託
、
消
防
職
員
の
削
減
、
ゴ
ミ
収
集
業
務
の

更
な
る
民
間
委
託
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
頻
発
す
る
災
害
の
発
生
を
考

え
る
と
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
営
化
方
針
と
職
員
削
減
計
画
を
撤
回
し
、
職

員
体
制
の
強
化
を
図
る
べ
き
こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
党
議
員
が
、
教
員
の
働
き
方
に
つ
い
て
、
超
勤
把
握
が
出
退
勤
時

間
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
で
、
80
時
間
を
超
え
る
超
勤
者
が
３
・
５
倍
に
な
っ

た
と
指
摘
。
産
業
医
報
告
で
も「
超
勤
改
善
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
重
要
性
、

改
善
を
求
め
る
」こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
改
善
の
た
め
に
も
30
人
以
下

学
級
の
実
現
を
求
め
ま
し
た
。

　
◆「
市
財
政
が
厳
し
い
」と
言
い
な
が
ら
大
型
公
共
事
業
の
聖
域
化
は
許
さ
れ
な
い

　
　
京み

や
こプ

ラ
ン
・
後
期
実
施
計
画
に
よ
る「
市
財
政
が
厳
し
い
」と
福
祉
関
連
経

費
と
職
員
の
削
減
を
進
め
る
一
方
で
、
莫
大
な
予
算
が
か
か
る
北
陸
新
幹

線
・
リ
ニ
ア
新
幹
線
誘
致
や
堀
川
地
下
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
な
ど
、
不
要
不

急
の
大
型
公
共
事
業
は
聖
域
に
し
て
推
進
す
る
と
い
う
財
政
規
律
に
欠
け
る

市
政
運
営
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
　
北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
、
並
行
在
来
線
存
続
や
地
域
経
済
へ
の
影
響
、
自

然
環
境
破
壊
、
地
元
自
治
体
の
費
用
負
担
の
問
題
を
質
し
ま
し
た
が
、
何
一

つ
明
確
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
費
用
負
担
の
全
体
像
を
示
す
よ
う
国

に
求
め
て
い
る
」「
費
用
負
担
が
分
か
ら
な
い
か
ら
と
進
め
な
け
れ
ば
あ
ら

ゆ
る
可
能
性
を
閉
ざ
す
」と
あ
く
ま
で
推
進
す
る
立
場
に
固
執
し
ま
し
た
。

ま
た
総
額
70
億
円
か
か
る
と
言
わ
れ
る
鴨
川
東
岸
線
拡
幅
工
事
も
さ
ら
に
予

算
が
膨
れ
上
が
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
高
速
道
路

三
路
線
の
中
止
手
続
き
を
堀
川
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
大
型

事
業
に
固
執
。
不
要
不
急
の
大
型
公
共
事
業
は
中
止
す
べ
き
で
あ
り
、
市
民

生
活
や
市
財
政
の
現
状
を
見
れ
ば
到
底
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
京
都
市
は
、
こ
と
あ
る
ご
と
に「
財
源
不
足
」を
持
ち
出
し
て
い
ま
す
が
、

地
方
財
政
危
機
の
根
源
で
あ
る
国
の
ゆ
が
ん
だ
財
政
へ
の
批
判
的
視
点
が
あ

り
ま
せ
ん
。「
国
の
財
政
が
大
変
」と
い
っ
て
大
企
業
減
税
や
軍
事
費
増
大
を

容
認
。
国
の
税
金
の
使
い
方
・
集
め
方
を
根
本
的
に
改
め
、
空
前
の
儲
け

を
上
げ
て
い
る
大
企
業
へ
の
適
正
な
課
税
を
国
に
求
め
る
よ
う
指
摘
し
ま
し

た
。
ま
た
、
京
都
市
に
お
い
て
も
、
大
型
事
業
を
聖
域
化
ぜ
ず
見
直
す
べ
き

こ
と
、
法
人
市
民
税
の
超
過
課
税
を
制
限
税
率
の
上
限
ギ
リ
ギ
リ
12
・
１
％

ま
で
引
き
上
げ
、
累
進
課
税
を
強
化
す
べ
き
こ
と
、
市
民
税
を
累
進
制
に
戻

し
て
富
裕
層
か
ら
税
収
を
得
る
べ
き
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
◆
地
域
経
済
の
活
性
化
へ
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
、

　
　
公
契
約
条
例
に
賃
金
条
項
の
導
入
を

　
　
市
長
は「
景
気
は
緩
や
か
な
拡
大
が
続
い
て
い
る
」と
言
い
ま
す
が
、
実
体

経
済
は
回
復
せ
ず
市
民
生
活
や
中
小
・
零
細
企
業
に
は
景
気
拡
大
の
実
感
が

な
く
、
実
質
賃
金
や
個
人
消
費
を
引
き
上
げ
る
効
果
的
な
手
立
て
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
　
他
都
市
で
制
定
さ
れ
て
い
る
中
小
企
業
振
興
を
重
点
に
し
た
条
例
の
制
定

を
強
く
求
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て「
中
小
企
業
に
し
ぼ
っ
た
条
例
」に
は

否
定
的
な
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
京
都
市
中
小
企
業
未
来
力
会
議

が「
京
都
・
地
域
企
業
宣
言
」を
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
市
長
は「
企
業
の

大
き
さ
に
と
ら
わ
れ
な
い
条
例
に
つ
い
て
早
急
に
検
討
し
た
い
」と
答
弁
し

ま
し
た
。
今
後
、
真
に
中
小
企
業
支
援
に
結
び
つ
く
条
例
制
定
に
向
け
関
係

す
る
団
体
の
意
見
や
評
価
の
上
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
公
契
約
条
例
に
賃
金
条
項
の
導
入
を
求
め
ま
し
た
が
、「
賃
金
条

項
は
全
国
的
に
一
部
」「
公
務
優
遇
に
な
り
、
企
業
の
負
担
に
も
な
る
」と
従

来
の
答
弁
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　
　
中
央
卸
売
市
場
第
一
市
場
の
整
備
に
つ
い
て
、
市
民
に
安
全
な
食
の
確
保

と
と
も
に
市
場
価
格
の
安
定
化
に
と
っ
て
整
備
の
必
要
性
は
認
め
つ
つ
、
６

０
０
億
円
の
財
政
規
模
は
過
大
で
あ
り
決
算
は
認
定
せ
ず
、
関
連
す
る
議
案

に
は
反
対
し
ま
し
た
。

　
◆
原
発
災
害
か
ら
市
民
の
命
を
守
る
避
難
計
画
の
策
定
、

　
　
原
発
ゼ
ロ
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
飛
躍
的
拡
大
を

　
　
従
来
の「
世
界
最
高
水
準
の
規
制
基
準
に
適
合
し
て
い
る
」を
錦
の
御
旗
に

し
た
原
発
再
稼
働
容
認
の
姿
勢
に
つ
い
て
、
原
発
に
は
科
学
技
術
一
般
と
は

違
う
安
全
性
へ
の
異
質
の
脅
威
が
あ
る
点
に
つ
い
て
認
識
を
質
す
と
、
初
め

て「
原
発
に
完
全
な
安
全
性
と
い
う
の
は
な
い
」と
認
め
ま
し
た
が
、「
安
全

性
の
検
証
は
国
が
主
体
的
に
判
断
す
る
も
の
」と
相
変
わ
ら
ず
の
国
言
い
な

り
の
姿
勢
で
あ
り
、
市
の
原
子
力
防
災
計
画
の
不
十
分
さ
を
指
摘
し
て
、
避

難
計
画
に
実
測
だ
け
で
な
く
予
測
的
手
法
を
導
入
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
　
福
島
第
一
原
発
に
続
き
苫
東
厚
真
火
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
地
震
に

よ
っ
て
大
規
模
な
集
中
立
地
型
発
電
の
限
界
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
原

発
事
故
と
パ
リ
協
定
も
受
け
て
世
界
で
は
、
自
立
分
散
型
発
電
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
役
割
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
中
、
国
の
第
5
次
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
本
計
画
で
は
相
変
わ
ら
ず
原
発
を
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
に
位
置
付
け
て

い
ま
す
。
国
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
を
求
め
つ
つ
、
京
都
に
お
け
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
飛
躍
的
拡
大
を
求
め
ま
し
た
。

　
◆
市
バ
ス「
管
理
の
受
委
託
」路
線
を
見
直
し
、

　
　
水
道
事
業
の
民
営
化
を
す
す
め
な
い
こ
と

　
　
公
営
企
業
会
計
決
算
に
つ
い
て
、
自
動
車
運
送
事
業
決
算
を
認
定
せ
ず
、

他
の
決
算
は
認
定
し
ま
し
た
。

　
　
今
市
会
で
は「
管
理
の
受
委
託
」の
今
日
的
問
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
民
間
事
業
者
に
お
い
て
受
託
事
業
の
経
費
が
増
大
し
、
バ
ス
運
転
手
の

担
い
手
不
足
の
深
刻
化
、
低
賃
金
の
下
で
運
転
手
の
確
保
が
厳
し
い
状
況
に

な
っ
て
お
り
、
各
会
派
か
ら
様
々
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
党
議
員

団
は
乗
客
へ
の
安
全
運
行
サ
ー
ビ
ス
、
運
転
手
の
安
定
確
保
な
ど
の
た
め
に

も
、「
管
理
の
受
委
託
」を
や
め
る
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。
ま
た「
若
年
嘱

託
制
度
」に
つ
い
て
、
運
転
手
の
雇
用
と
労
働
条
件
が
不
安
定
な
ま
ま
で
あ

り
、
正
規
職
員
と
の
賃
金
格
差
が
激
し
く
、
制
度
の
廃
止
と
労
働
条
件
の
改

善
を
求
め
ま
し
た
。

　
　
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
国
で
自
治
体
の
水
道
事
業
を
民
間
委
託
す
る
水
道

法
改
定
案
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
民
営
化
で
は
な
く
、
事
業
の
担
い
手

育
成
や
必
要
な
財
源
を
投
入
し
て
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。

　
　
運
賃
や
料
金
・
使
用
料
に
消
費
税
を
転
嫁
し
な
い
こ
と
、
公
営
企
業
へ
の

消
費
税
の
適
用
除
外
を
国
に
要
請
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

一
、
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
へ
の
態
度
に
つ
い
て

　
　
提
案
さ
れ
た
31
議
案
の
う
ち
、
18
議
案
に
賛
成
、
13
議
案
に
反
対
し
、
結

了
委
員
会
や
討
論
で
そ
の
理
由
を
述
べ
ま
し
た
。

　
　
京
都
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
推
進
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

町
内
会
役
員
の
方
の
奮
闘
を
評
価
し
つ
つ
、
改
正
が
事
業
者
と
住
民
組
織
の

協
議
対
象
を
広
げ
、
協
議
の
テ
ン
ポ
を
速
め
る
も
の
で
あ
り
、
行
政
に
よ
る

町
内
会
加
入
の
強
制
と
住
民
自
治
へ
の
介
入
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
し
て

反
対
し
ま
し
た
。

　
　
市
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
中
京
青
少
年
活

動
セ
ン
タ
ー
を
中
央
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
と
し
、
他
を
分
館
に
す
る
も
の

で
し
た
が
、
今
後
、
職
員
削
減
や
事
業
の
集
約
化
を
す
す
め
な
い
こ
と
、
全

行
政
区
に
活
動
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
を
求
め
賛
成
し
ま
し
た
。

　
　
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
公
の
施
設
を
民
間
企
業
の
営

利
の
場
に
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
手
続
き
的
に
は
、
具
体
的
に
ど
の
公
園

を
適
用
と
す
る
か
等
、
議
会
の
関
与
が
必
要
で
な
く
な
る
と
し
て
反
対
し
ま

し
た
。

　
　
市
本
庁
舎
改
修
工
事
及
び
新
西
庁
舎
新
築
工
事
請
負
契
約
の
変
更
、
市
分

庁
舎
請
負
工
事
契
約
の
変
更
、
楽
只
・
崇
仁
市
営
住
宅
の
工
事
請
負
契
約
変

更
に
つ
い
て
、
工
事
費
の
増
額
や
労
働
者
の
賃
金
単
価
を
反
映
さ
せ
る
こ
と

は
必
要
で
す
が
、
計
画
そ
の
も
の
が
高
額
な
総
事
業
費
で
あ
る
こ
と
や
住
宅

管
理
戸
数
を
大
幅
に
減
ら
す
も
の
で
あ
り
、
反
対
し
ま
し
た
。

　
　
１
１
４
件
に
及
ぶ「
消
費
税
増
税
中
止
の
要
請
」請
願
に
つ
い
て
、
わ
が
党

以
外
の
会
派
、
議
員
が
反
対
し
不
採
択
に
な
り
ま
し
た
。
我
が
党
議
員
が
、

不
採
択
に
反
対
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
市
人
事
委
員
会
、
市
教
育
委
員
会
に
関
す
る
二
件
の
人
事
案
件
に
賛
成
し

ま
し
た
。

一
、
意
見
書
・
決
議
に
つ
い
て

　
　「
地
震
や
台
風
等
の
災
害
対
策
に
関
す
る
」意
見
書
、「
学
校
施
設
や
通
学

路
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
性
確
保
を
求
め
る
」意
見
書
、「
地
方
消

費
者
行
政
に
対
す
る
財
政
支
援（
交
付
金
等
）の
継
続
・
拡
充
を
求
め
る
」意

見
書
、「
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
更
な
る
強
化
を
求
め
る
」意
見
書
、「
今
年

度
の
一
連
の
災
害
を
踏
ま
え
た
災
害
対
策
を
求
め
る
」決
議
、「
山
本
ひ
ろ
ふ

み
議
員
に
対
す
る
問
責
」決
議
が
、
党
議
員
団
も
賛
成
し
全
会
派
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
無
償
化
の
対
象
を
す
べ
て
の
子
ど
も
で
は
な
く
保
育
時
間
で
限
定
し
よ
う

と
す
る「
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
係
る
国
へ
の
」意
見
書
、
民
間
カ
ー

ド
会
社
の
儲
け
に
つ
な
が
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
お
け
る
懸
念
も
あ
る

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
の
実
現
を
求
め
る
」意
見
書
、
水
道
事
業
の
民
営
化

の
流
れ
の
促
進
を
含
む「
水
道
施
設
の
戦
略
的
な
老
朽
化
対
策
を
求
め
る
」意

見
書
に
は
、
い
ず
れ
も
反
対
し
ま
し
た
。

　
　
党
議
員
団
は「
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
撤
回
と
保
護
制
度
の
改
善
を

求
め
る
」意
見
書
と「
消
費
税
増
税
の
中
止
を
求
め
る
」意
見
書
を
提
案
し
ま

し
た
が
、
他
会
派
の
反
対
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
維
新
の
会
が

提
案
し
た「
消
費
税
増
税
の
凍
結
を
求
め
る
」意
見
書
は
、
増
税
の
前
に「
行

財
政
改
革
」を
も
っ
と
行
う
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
反
対
し
ま
し
た
。

一
、
さ
い
ご
に

　
　
今
議
会
で
は
、
党
議
員
の
質
問
に
対
し
て「
批
判
の
た
め
の
批
判
」（
市

長
）、「
議
員
と
立
っ
て
い
る
地
点
が
違
う
」（
副
市
長
）と
い
っ
た
議
論
の
土

台
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
よ
う
な
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
議
会（
議
員
）が
二

元
代
表
制
の
一
翼
と
し
て
行
政
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
市
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
自
治
体
の
役
割
発
揮
に
と
っ
て
当
然
の
こ
と
で
す
。
議
論

そ
の
も
の
を
否
定
す
る
よ
う
な
答
弁
に
厳
し
く
抗
議
す
る
も
の
で
す
。

　
　
安
倍
首
相
は
開
会
中
の
臨
時
国
会
に
自
民
党
改
憲
案
の
提
出
を
表
明
。
こ

の
企
み
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
に
は
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
の
前
進
が
大
事
で

す
。
ま
た
、
野
党
共
闘
に
誠
実
に
が
ん
ば
る
日
本
共
産
党
の
躍
進
が
カ
ギ
を

握
り
ま
す
。
あ
と
５
ヶ
月
と
な
っ
た
来
春
の
統
一
地
方
選
挙
で
の
市
会
議
員

予
定
候
補
全
員
勝
利
、「
市
民
共
闘
」候
補
の
勝
利
、
７
月
の
参
院
選
挙
で
の

比
例
代
表
選
挙
躍
進
・
京
都
選
挙
区
倉
林
明
子
・
比
例
井
上
哲
士
参
議
院
議

員
再
選
な
ど
日
本
共
産
党
の
躍
進
・
勝
利
に
全
力
を
上
げ
ま
す
。
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1818　　人の
市会議員から一言

団長　山中　 渡

副団長・幹事長　井坂 博文

下京区

北　区副団長　北山 ただお 山科区

　11月市会に提案された「地域コミュニティ活性化
推進条例」の改正。町内会加入促進を図るためにマン
ション事業者と住民組織との協議を義務付けることに
したもの。確かに役員にとって町内会の活性化は悩み
の種だが、条例で加入を強制するのはいかがなものか。
「結社の自由」「住民自治」への介入だと声を荒げるつ
もりはないが自らの努力は必要、私は運動会や町内レ
クリエーションを担当して参加者も増えて親睦と交流
が広がり、いい感じになっている。

　決算特別委員会でアベノミクス容認の京都市の認識を
批判しました。労働者の賃金、消費購買力は下がり続け
ている事実を指摘、「ゆるやかな景気回復基調」「地方に
は及んでいない」を繰り返す経済認識を批判しました。
　市バスの管理の受委託について、制度破綻が明白に
なりました。委託先の民間バス会社の運転手不足、低
労働条件のもとで、民間バスで間引き運転がおこり、
委託金も引きあがるなど制度疲労を指摘。やめるよう
求めました。

　市会本会議の代表質問や市長総括質疑は、本来市長
の政治姿勢を示すことが求められるのに、憲法遵守や
原発問題などになるとほとんど答弁しない。自らの信
条も述べられず国にきちんとモノも言えない市長で、
市民生活に責任が持てるのか。市政を市民の手に取り
戻すために私も最後まで頑張る決意です。

アベノミクス容認の
市政運営を批判

政治は変わる
町内会の活性化は
住民自らの力で

常任委員会トピックス

●
行
財
政
局

• 

宿
泊
税
導
入
を
検
討
し
て
き
た「
京
都
市
住
み

た
い
・
訪
れ
た
い
ま
ち
づ
く
り
に
係
る
財
源

の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」を
廃
止
。

●
総
合
企
画
局

• 

西
陣
を
中
心
と
し
た
地
域
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン

（
案
）に
関
す
る
市
民
意
見
募
集
に
つ
い
て

●
消
防
局

• 

昨
年
４
月
か
ら
配
備
さ
れ
た
小
型
水
槽
車
が
、

車
検
で
規
定
さ
れ
て
い
る
総
重
量
を
上
回
る

積
載
を
行
い
、
道
路
交
通
法
に
違
反
し
て
い

た
問
題
を
追
及
。

請
願
審
査「
消
費
税
増
税
中
止
の
要
請
」

　
１
１
４
の
団
体
代
表
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
請
願

を
、
日
本
共
産
党
以
外
の
す
べ
て
の
会
派
・
無

所
属
議
員
が
反
対
。

●
環
境
政
策
局

• 

廃
棄
物
の
減
量
・
適
正
処
理
等
に
関
す
る
条

例
、
美
化
の
推
進
・
飲
料
容
器
に
係
る
資
源

の
有
効
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

• 

南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
第
二
工
場（
仮
称
）

建
替
え
整
備
工
事
の
工
期
及
び
イ
ン
フ
レ
ス

ラ
イ
ド
条
項
の
適
用
額
並
び
に
環
境
学
習
施

設
に
つ
い
て
。
現
場
労
働
者
の
賃
金
を
調
査

す
る
よ
う
求
め
た
。

• 

倒
木
を
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
利
用
す
る
こ

と
を
求
め
た
。

●
文
化
市
民
局

• 

個
人
市
民
税
の
控
除
対
象
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
対
す
る
寄
附
金
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定（
法
人
の
名
称
の
変

更
）に
つ
い
て

• 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
推
進
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定（
地
域
自
治
を
担

う
住
民
組
織
と
の
連
絡
調
整
の
対
象
範
囲
の

変
更
）に
つ
い
て
、
自
治
会
加
入
が
強
制
さ
れ

な
い
よ
う
求
め
た
。

• 

元
離
宮
二
条
城
修
理
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
請
負
業
者
の
実
績
の
資
料
を
求
め

た
。

• 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ン
ゼ
ル
ネ
ッ
ト
が
運
営
す
る

小
規
模
保
育
事
業
所
に
お
け
る
個
人
情
報
の

紛
失
事
案
に
係
る「
改
善
結
果
報
告
書
」の
提

出
に
つ
い
て（
中
間
報
告
）。
同
法
人
へ
の
指

導
強
化
を
求
め
た
。

• 

西
京
区
役
所
の
総
合
庁
舎
化
及
び
洛
西
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
機
能
の
強
化
に
つ
い
て

• 

陳
情

　
台
風
21
号
に
係
る
二
条
城
域
の
樹
木

被
害
調
査
等

•
美
術
館
の
地
下
構
造（
雨
水
対
策
）に
つ
い
て

●
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局

• 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ン
ゼ
ル
ネ
ッ
ト
改
善
命
令
に

つ
い
て
の
報
告
書
に
つ
い
て
。
保
育
が
安
全

に
継
続
で
き
る
よ
う
支
援
を
。

• 

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
よ
る
児
童

虐
待
と
不
正
請
求
事
案
に
つ
い
て
、
指
定
し

た
行
政
の
責
任
、
通
報
へ
の
対
応
を
追
及
、

監
査
権
限
を
強
め
る
こ
と
が
必
要
。
福
祉
分

野
へ
の
営
利
企
業
の
参
入
に
つ
い
て
検
証
を
。

• 

こ
ど
も
文
化
会
館
は
必
要
な
修
繕
を
行
い
、

運
営
の
継
続
を
求
め
る

●
教
育
委
員
会

• 

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
の
見
直
し
に
伴
い
、

下
請
け
業
者
ま
で
賃
金
変
更
分
が
行
き
渡
る

よ
う
に
責
任
を
持
つ
べ
き
。

• 

中
学
生
の
大
麻
所
持
に
つ
い
て

• 

中
学
校
給
食
の
喫
食
率
が
下
が
っ
て
い
る
。

全
員
制
を
め
ざ
し
、
必
要
な
調
査
検
討
を
す

す
め
よ
。

• 

中
学
校
運
動
部
試
合
中
の
落
下
事
故
に
つ
い

て
、
体
育
館
の
２
階
通
路
へ
の
立
ち
入
り
・

観
戦
を
し
な
い
よ
う
徹
底
を
。

●
保
健
福
祉
局

• 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会
職
員
に
よ
る
協
会
資
金

の
私
的
流
用
に
つ
い
て
。
住
民
の
切
実
な
要

望
で
で
き
た
施
設
で
あ
り
、
福
祉
の
原
点
、

行
政
の
役
割
を
。

• 

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
建
設
に
関
し
て
、
住
民
の
要

望
に
基
づ
く
協
定
書
締
結
や
説
明
会
開
催
を

指
導
し
、
行
政
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
。
区

役
所
に
民
泊
相
談
窓
口
の
設
置
を
。

• 

国
民
健
康
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
保
険
料
の

還
付
業
務
集
約
化
に
つ
い
て
、
区
役
所
の
職

員
を
減
ら
す
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

• 

生
活
保
護
世
帯
の
被
災
者
生
活
再
建
等
支
援

補
助
金
を
収
入
認
定
す
べ
き
で
な
い
。

●
都
市
計
画
局

• 

建
築
基
準
法
改
正
に
伴
う
条
例
の
改
正
に
つ

い
て

• 

楽
只
、
崇
仁
市
営
住
宅
等
の
請
負
契
約
の
変

更
に
つ
い
て

• 

京
町
家
保
全
・
継
承
計
画（
案
）に
関
す
る
市

民
意
見
募
集
に
つ
い
て
広
く
市
民
か
ら
意
見

を
聞
く
べ
き
と
求
め
た
。

• 

陳
情
　
南
禅
寺
・
岡
崎
地
域
の
景
観
と
住
環

境
の
保
全
に
つ
い
て
別
荘
庭
園
群
に
ふ
さ
わ

し
い
低
層
の
和
風
建
築
に
な
る
よ
う
指
導
を
、

と
求
め
た
。

●
建
設
局

• 

都
市
公
園
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
パ
ー
ク
Ｐ

Ｆ
Ｉ
を
公
園
に
適
用
す
る
こ
と
は
や
め
よ
、

と
求
め
た
。

•
報
告
　
無
電
柱
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

●
産
業
観
光
局

• 

中
央
卸
売
市
場
第
一
市
場
整
備
工
事
の
関
係

で
は
、
必
要
な
費
用
節
約
の
検
討
は
引
き
続

き
進
め
る
べ
き
と
指
摘
し
た
。

• 

農
業
者
等
復
旧
支
援
事
業
の
対
象
者「
30
ア
ー

ル
以
上
ま
た
は
農
産
物
の
販
売
金
額
が
50
万

円
以
上
」の
要
件
緩
和
を
求
め
た
。

• 

台
風
等
で
被
害
を
受
け
た
中
小
業
者
向
け
の

独
自
支
援
策
を
求
め
た
。

●
交
通
局

• 「
バ
ス
一
日
券
」の
利
用
範
囲
の
拡
大
に
つ
い

て
の
請
願
の
趣
旨
説
明
を
行
い
、
実
現
を
求

め
た
。

総
務
消
防
委
員
会

︵
₂
₀
₁
₈
年
₁₀
月
₁₈
日
︶

文
化
環
境
委
員
会

︵
₂
₀
₁
₈
年
₁₀
月
₁₈
日
︶

教
育
福
祉
委
員
会

︵
₂
₀
₁
₈
年
₁₀
月
₁₈
日
︶

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

︵
₂
₀
₁
₈
年
₁₀
月
₁₉
日
︶

産
業
交
通
水
道
委
員
会

︵
₂
₀
₁
₈
年
₁₀
月
₁₉
日
︶
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18人の市会議員から一言

井上 けんじ 南　区 赤阪　 仁 伏見区くらた 共子 上京区

加藤 あい 左京区河合 ようこ 西京区

玉本 なるみ 北　区

西野 さち子 伏見区西村 よしみ 右京区

　７月の豪雨により、大岩山で土砂崩れが起こりまし
た。市民からの通報があってから１年以上、京都市が
是正工事として違法な土砂の搬入を認めてきました。
その土砂が崩れて民家の直前で奇跡的に止まりました。
そして、流れた土砂の一部は水路から畑川に流れ、か
つて浸水被害を起こした小栗栖排水機場にまで達しま
した。京都市の責任は重大です。２度と同じ事態を起
こさないように、京都府より厳しい土砂条例を市は策
定すべきです。

　地震、台風など自然の脅威を体感した夏でした。
未だブルーシートがかかった家は減りません。区役
所・支所の職員は少ない人数で災害対応に追われて
います。被災し、ごみ処理で困られた方、台風時が不
安で避難したくても緊急指定避難所が開設されず苦
労された方、情報がなく困惑された方からの声を決算
委員会でとりあげました。すべての被災者の実態に寄
りそった支援をと求めました。全会一致での国への意
見書は、第一歩です。引き続き、被災者支援、防災
対策に力を注ぎます。

　「地方負担が明確でない大型公共工事等の理由で整
備を中止するのは、あらゆる可能性を閉ざしてしま
う」―局別質疑で北陸新幹線延伸問題を取りあげた際
の市当局答弁です。災害時問題が噴出したことをふま
え職員配置の充実を求めた際の答弁は「持続可能な行
財政運営をはかっていくのが我々の姿勢」「そのなか
で、できる範囲で充実してきた」と答弁。大型公共事
業は青天井で促進、災害対応には「できる範囲」でと
の逆立ち市政を転換しなければなりません。

　最高法規でありながら、専ら為政者がこれを無視軽
視している現状の克服が、今日の日本社会最大の課題
だと痛感中。私としては、代表質問や最終日の討論も、
その立場からのものでした。同僚の質問でしたが、市
長の「法律を超える規制は裁判で負ける」、生活保護
基準引き下げに対する副市長の「メリハリのきいた改
正」等の答弁にはビックリ仰天。地方自治や健康で文
化的な生活への道は、憲法＝国の法規＝国政問題とい
うにとどまらず地方自治の現場にとっても重要課題。

　訪問看護と訪問介護の現場で住民の実態を聞き取り、
市長総括質疑を行いました。年金から保険料を天引き
徴収する一方、特別養護老人ホームは不足、ヘルパー
による生活援助の回数制限など、在宅療養も続けられ
ない状況から国家的詐欺との批判は免れません。市長
は保険者として、市民の医療・介護の提供に責任を果
たさなければなりません。社会保障を壊す安倍政治を
終わらせ、福祉国家への道を歩みましょう。

　教員の超過勤務時間の把握の方法を教員自身の申請
制から、出退勤時間の報告に変更され、月80時間を
超える人が、１カ月平均で315.2人もおられ、これま
での報告の3.5倍であることが、明らかになりました。
精神疾患で休職している教員は64人もおられ、増加
しています。これまでの働き方改革では改善されてい
ないことを示し、抜本的な解決は少人数学級の実現だ
と追及しました。過労死を出さない決意でこれからも
頑張ります。

　今市会の特徴は、災害対策と昨年度の決算審査でし
た。地元の皆さんから沢山の災害対策を求める意見を
頂きました。これに応える一定の支援対策もできまし
た。住宅再建支援制度や農業用ハウス再建支援策など
です。但し、再建のための予算と目標規模が大変少な
いことが課題として残りました。連日の委員会質疑と
最終本会議で会派代表として本会議討論など、市会議
員の役割を存分に発揮できたと「自画自賛」。休むこ
となく「市民相談」へ頑張ります。

　大阪北部を震源とする地震は京都市全域に、特に伏見区
民に甚大な被害をもたらしました。私の町内をはじめ淀地域
住民は、「修理するのに少ない年金でどうしたらいいのか。」
「一人住まいの老人で、修理する見通しがない」との声が沢
山。今こそ京都市の出番、と支援を求めました。京都市は
一部損壊被害に対し、最高50万円助成する、３年間有効の、
「京都市被災者住宅再建等支援制度」の適用を発表しまし
た。雨もりに適用する全国で初めての制度を実現、その後
台風20、21、24号被害まで助成することに発展しました。

教員の命を守るためにも、
少人数学級の実現を！

災害対策で、現地調査、議会
論戦を重ねた貴重な9月市会

地方自治体の現場からこそ
憲法と地方自治の具体化を

国保料、介護保険料の
引き下げを求めて

全国で初めての地震被害
に対する助成制度を実現

京都市は
土砂災害防止策を！

大型公共事業から命を守る
市政へ根本的転換を

被災対策、
防災に力を注ぎます
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18人の市会議員から一言

ひぐち 英明 左京区平井 良人 中京区

山本 陽子 山科区

山田 こうじ 右京区やまね 智史 伏見区

森田 ゆみ子 南 区 ほり 信子 右京区

　３回目の代表質問を行いました。市民生活の切実さ
や働く現場の実状を示して、制度の改善を求めるのが
私たちの仕事。市長の仕事はその様々な市民の声を聞
くことなのに…。制度を守るために市民生活は犠牲に
なっても仕方ないと？　改憲や、原発再稼働、消費税
増税などは国政の問題だから関係ない？　市民の声に
向き合うとこから始めましょうよ。市長の言う「一人
一人を大切に」が本当に実行されるよう、諦めず訴え
続けます。

　地下鉄の無人改札で、視覚に障害のある方が福祉乗車
証を活用するには、カメラのセンサーを見つけて障害者
手帳をかざす必要があります。京都市は視覚障害者に対
しもっと配慮すべきです。また、公共交通が不便で、乗
り継ぎなしでは目的地にたどり着けない交通格差問題は、
せめて運賃負担の格差軽減の為に乗り継ぎ無料を訴えま
したが、「ICカードでの割引きを拡大するが、乗り継ぎ
無料は難しい」との答弁でした。京都市は観光客ではな
く市民の足を確保すべきです。これからもみなさんの声
を市会に活かせるよう頑張ります。

　昨年度、かねてからの要望だった就学援助入学準備
金が入学前支給となりましたが、一部で払戻が発生。
次回からは、入学前の収入で対応をし、払戻をしなく
ても良い方法へと改善されたことは、歓迎すべきこと
です。
　格差と貧困が広がる中で、今必要なのは、教育の無償
化です。所得制限のない一律無償、人格の完成・尊厳を
教育の目標に掲げている「国連国際人権Ａ規約13条」を
実行するための計画を迅速に作成するよう求めていきます。

　決算委員会では、地下鉄烏丸線ホームドアの全駅設
置について質疑を行いました。これまでの答弁は「車
両に自動運転装置をつける必要があり、そのために次
のビジョンで新造車両を９両入れ替える」とのことだ
ったが、全体で20両ある地下鉄車両の中で、９両だ
け導入したとしてもホームドアは全駅に設置できない
ので、これまでも車両全体の装置設置を求めてきまし
た。今回の委員会では「車両改造も含めて検討する」
と答弁がありました。

　京都新聞に「屋根瓦修繕手回らぬ　人手も材料も不
足」との見出しの記事があった。６月の大阪北部地震
で破損した屋根の修理が残っている事に加え、台風
21号で、民家の屋根瓦が吹き飛ばされる被害が多数
発生。瓦ぶき工事業者は人手不足もあり、多忙を極め、
注文がさばききれず、年明けまで工事待ちとなるケー
スもある。格差と貧困が広がる経済政策で中小業者の
減少が、復興には大きな障害となっている。災害に強
いまちづくりの上でも、中小企業支援を！

　深草大岩山での違法開発行為（産廃を含む大量の土
砂搬入…小栗栖の土砂災害の大きな原因）について、
西野議員、赤阪議員と連携し追及。市環境政策局は
「昨年７月には市民から通報があった」「当該地は環境
政策局自身が以前からパトロールしている場所」と認
めました。市はこれまで「対応は適切だった」と繰り
返してきましたが、自らパトロールする場所で違法行
為を見逃していたことが明らかに。今も続く土砂災害
の危険。市の責任は重大だ！

　災害が続き、各地で開設された避難所の運営では、
地域の役員さんを中心に大変なご苦労をいただきまし
たが、市職員は配置されませんでした。この間の職員
削減で日常業務の中で過労死まで出ているのが現状で
すから、災害時の対応まで手が回らないのは当然です。
　市長は職員3,200人以上を削減したと自慢し、さら
に削減するとしていますが、日常業務を回すためにも
職員を増やすことが必要です。それが災害時の対応に
も有効であることは間違いありません。

違法行為黙認が土砂災害の
原因に！ 市の責任は重大！

地下鉄烏丸線ホームドア
全駅設置へ一歩前進災害に強いまちづくりを！

災害対応のための
職員の増員を

市民の声を示すこと
諦めず 教育の無償化を求めて

市バスや地下鉄、視覚障害者
の交通問題を取り上げました［緊急申し入れ］  台風21号による被災者等への緊急対策について

（2018/09/07）
［声　　明］  大宮交通公園の一部廃止、縮小方針の撤回を求める

（2018/08/03）
［緊急要望］ 猛暑による熱中症対策について（2018/07/26）
［申し入れ］  平成30年 7月豪雨による被害への対策について

（2018/07/19）
［申し入れ］ 大宮交通公園の再整備にあたって（2018/07/18）
［申し入れ］  大阪北部地震の被害をふまえた対応について

（第二次）（2018/07/02）
［緊急申し入れ］  大阪北部地震の被害をふまえた対応について

（2018/06/21） 
［声　　明］ 「 5月市会を終えて」（2018/06/06）

新着情報（見解・声明など）New

全文は、市議団ホームページをご覧ください。
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北　　区 上 京 区 中 京 区 左 京 区

井坂 博文
☎︵₄11︶₈₆₉₃

玉本なるみ
☎︵₇₂₃︶₃₆₈₉

くらた共子
☎₀₈₀︵1₄₈₆︶₇₃₀₄

平井 良人
☎₀₉₀︵₆₅₅₇︶₄₇₄₀

加藤 あい
☎₀₉₀︵₅₀₉₈︶₉1₂₇

ひぐち英明
☎︵₇₆1︶₆₃₄1

西 京 区 南　　区 下 京 区 山 科 区

河合ようこ
☎︵₃₉₂︶₃₅₄₆

井上けんじ
☎︵₆₉1︶₃₃₂₃

森田ゆみ子
☎₀₈₀︵₅₇₀₂︶₀1₆₆

山中　 渡
☎︵₃₆1︶₃₄₃₃

北山ただお
☎︵₅₀1︶₆1₉₇

山本 陽子 
☎︵₅₉₅︶₈₃₄₂

右 京 区 伏 見 区

西村よしみ
☎︵₈₆₄︶₂₀₀₉

ほり 信子 
☎︵₈₇₂︶₉₂₈₂

山田こうじ
☎₀₉₀︵₃₉₇₀︶₄₇₀1

西野さち子
☎︵₅₇1︶₅₇₃1

赤阪　 仁 
☎︵₆₃1︶₇₅₀₅

やまね智史 
☎︵₆₂₂︶₂₀₀₉

　
９
月
、
京
都
で
開
か
れ
た

き
ょ
う
さ
れ
ん
第
41
回
全
国

大
会
に
参
加
の
機
会
を
得
た
。

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
世
界

の
宝
物

　
障
害
者
権
利
条
約

を
地
域
の
す
み
ず
み
に
」
で

は
、
権
利
条
約
誕
生
に
か
か

わ
っ
た
ド
ン
・
マ
ッ
ケ
イ

氏
（
元
国
連
障
害
者
権
利
条

約
特
別
委
員
会
議
長
）
と
マ

リ
ア
・
ソ
リ
ダ
ー
ド
氏
（
元

国
連
障
害
者
権
利
委
員
会
委

員
長
）
の
講
演
。
条
約
が
で

き
て
11
年
、
権
利
条
約
の
生

み
の
親
は
、
当
事
者
、
家

族
、
支
援
者
、
障
害
者
団
体

な
ど
の
長
い
間
の
運
動
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
京
都
の
当

事
者
の
み
な
さ
ん
が
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
不
足
、
旧
優
生

保
護
法
の
問
題
、
当
事
者
参

加
、
情
報
提
供
の
あ
り
方
等
、

様
々
課
題
を
提
起
さ
れ
た
。

雇
用
の
水
増
し
問
題
が
明
ら

か
に
な
り
、
国
が
社
会
保
障

の
大
幅
な
削
減
を
狙
う
中
で

開
か
れ
た
大
会
。「
条
約
の

実
行
の
点
検
が
、
我
々
と
み

な
さ
ん
の
役
割
だ
と
言
う
こ

と
を
肝
に
銘
じ
よ
う
」
と
実

行
委
員
長
の
尾
藤
弁
護
士
が

呼
び
か
け
ら
れ
た
こ
と
を
刻

み
た
い
。 

（
守
光
千
恵
）

　
９
月
市
会
は
、
連
続
し
た
大
規
模
災
害
対
策
を
め
ぐ
る
論
戦
の

場
と
な
り
ま
し
た
。
党
議
員
は
、
災
害
現
場
に
直
ち
に
駆
け
つ
け
、

被
害
状
況
を
つ
か
み
、
そ
の
都
度
必
要
な
対
策
を
京
都
市
に
求
め

ま
し
た
。
ま
た
、
決
算
市
会
で
、
被
災
者
救
済
の
た
め
の
対
策
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
で
な
い
抜
本
的
な
災
害
対
策
を
求

め
ま
し
た
。

　
論
戦
の
中
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
問
題
の
一
つ
に
、
台
風
21
号

か
ら
２
ヶ
月
以
上
経
過
し
て
い
る
現
在
も
な
お
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の

か
か
っ
た
お
宅
や
ア
ン
テ
ナ
の
折
れ
た
ま
ま
の
お
宅
が
多
数
見
ら

れ
る
こ
と
で
す
。
お
宅
を
訪
問
し
修
理
の
メ
ド
を
お
聞
き
す
る
と

「『
年
明
け
に
な
る
』
と
言
わ
れ
た
」
と
の
こ
と
。
電
気
店
も
瓦
業

者
も
百
件
を
超
え
る
修
理
の
依
頼
に
応
え
き
れ
な
い
状
況
で
す
。

こ
う
し
た
問
題
の
背
景
に
は
、
街
の
小
売
店
、
工
務
店
な
ど
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
今
京
都
の
街
は
、
観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
頼
み
の
政
策
で
、
宿

泊
・
賑
わ
い
施
設
、
大
型
商
業
施
設
な
ど
が
激
増
、
こ
れ
ま
で
地

域
で
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
小
売
店
や
中
小
企
業
が
衰
退
、
商
店

街
を
構
成
で
き
な
い
事
態
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
路
地
裏

ま
で
宿
泊
施
設
が
入
り
込
み
、
地
価
の
高
騰
と
あ
わ
せ
「
住
み
続

け
ら
れ
な
い
」
と
転
出
が
は
じ
ま
り
、
災
害
や
火
災
か
ら
街
を
守

っ
て
き
た
地
域
力
が
失
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
『
呼
び

込
み
型
の
』
ま
ち
づ
く
り
の
問
題
点
が
、
今
回
の
連
続
災
害
で
露

呈
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
党
議
員
団
は
、
呼
び
込
み
型
、

開
発
型
の
ま
ち
づ
く
り
か
ら
、
災
害
に
強
い
、
い
の
ち
と
く
ら
し

を
守
る
ま
ち
づ
く
り
へ
転
換
す
る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

連続した自然災害
苦難に寄りそい
解決に全力！

大阪北部地震、7月豪雨に続き、台風21号被害に対する
第4次申し入れ（9月7日）


